
(57)【要約】

本装置は閉塞型睡眠無呼吸症候群治療に関する方法と装

置に関する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 気 道 通 路 を 維 持 す る 装 置 で 、
a ） 軟 組 織 開 創 器 部 材 と 、
ｂ ） 該 開 創 器 部 材 と 第 一 末 端 で 連 結 す る シ ャ フ ト と 、
ｃ ） 該 シ ャ フ ト と 第 二 末 端 で 連 結 す る ア ン カ ー 部 材 か ら な り
該 開 創 器 部 材 、 該 シ ャ フ ト 及 び 該 ア ン カ ー 部 材 が 生 体 整 合 性 材 料 か ら な る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
該 開 創 器 部 材 が 膨 張 可 能 な 風 船 を 含 む 請 求 項 １ の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
該 ア ン カ ー 部 材 が 膨 張 可 能 な 風 船 を 含 む 請 求 項 １ の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
該 ア ン カ ー 部 材 が 膨 張 可 能 な 風 船 を 含 む 請 求 項 ２ の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
流 体 を 加 え る た め の 導 管 を 更 に 含 む 請 求 項 ２ の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
該 流 体 が ガ ス 状 材 か ら な る 請 求 項 ５ の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
該 流 体 が 液 体 か ら な る 請 求 項 ５ の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
該 流 体 の た め の 調 節 装 置 を 含 む 請 求 項 ５ の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
該 シ ャ フ ト が 少 な く と も 曲 げ 可 能 で 可 逆 的 に 伸 張 可 能 な 請 求 項 １ の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
該 開 創 器 部 材 、 該 シ ャ フ ト 及 び 該 ア ン カ ー 部 材 か ら な る 一 群 の 一 つ が 上 気 道 の 開 放 を 保 つ
に 十 分 な 力 を 維 持 し な が ら 伸 張 す る 請 求 項 ９ の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
該 開 創 器 部 材 と 該 シ ャ フ ト 間 の 該 連 結 が 離 脱 可 能 な 請 求 項 １ の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
該 ア ン カ ー 部 材 と 該 シ ャ フ ト 間 の 該 連 結 が 離 脱 可 能 な 請 求 項 １ の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
該 シ ャ フ ト が 体 内 通 路 を 含 む 請 求 項 １ の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
患 者 上 気 道 へ 通 路 の 開 放 を 維 持 す る 方 法 で 、
a ） 開 創 器 部 材 を 該 患 者 の 舌 根 に 配 置 し 、
ｂ ） 該 開 創 器 部 材 を 対 舌 シ ャ フ ト と 連 結 し 、 且 つ
ｃ ） 該 対 舌 シ ャ フ ト を 該 開 創 器 部 材 か ら 取 り 外 し た ア ン カ ー に 連 結 す る
方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
該 ア ン カ ー が 該 患 者 の 舌 小 帯 内 に あ る 請 求 項 １ ４ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
該 ア ン カ ー が 睡 眠 中 に 活 動 的 な 該 患 者 の 筋 に 連 通 す る 請 求 項 １ ４ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
該 ア ン カ ー を 該 患 者 の 歯 、 歯 の 装 置 及 び 該 患 者 口 外 の は め 込 み 内 の 少 な く と も 一 つ と 連 結
す る 請 求 項 １ ４ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
更 に 患 者 の 咽 頭 、 口 腔 、 歯 及 び 口 外 の は め 込 み 内 の 少 な く と も 一 つ と 連 結 を 含 む 請 求 項 １
の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
連 通 を 必 要 と す る 患 者 の 消 化 管 と 呼 吸 器 系 の 少 な く と も 一 つ と 連 通 す る 装 置 で 、
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a ） 開 口 を も つ 対 舌 部 材 と
ｂ ） 該 患 者 の 体 外 と 該 患 者 の 消 化 管 と 呼 吸 器 系 の 少 な く と も 一 つ の 一 部 と 連 通 す る こ と が
で き る 該 対 舌 部 材 を 通 る チ ュ ー ブ か ら な る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
患 者 の 健 康 を 監 視 す る 装 置 で 、
a ） 対 舌 部 材 と
ｂ ） 該 対 舌 部 材 と 連 結 し た セ ン サ ー か ら な る 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
該 セ ン サ ー が 機 械 的 ト ラ ン ス デ ュ サ ー と 薬 品 探 知 機 の 少 な く と も 一 つ か ら な る 請 求 項 ２ ０
の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
該 セ ン サ ー が 該 セ ン サ ー 近 傍 組 織 の 一 部 の 状 態 と 循 環 系 の 一 部 状 態 の 少 な く と も 一 つ を 測
定 す る 請 求 項 ２ ０ の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
該 装 置 が 更 に 電 気 刺 激 を 与 え る こ と が で き る 電 極 を 含 む 請 求 項 ２ ０ の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
送 信 機 と 受 信 機 か ら な る 一 群 の 少 な く と も 一 つ の 部 材 を 更 に 含 む 請 求 項 ２ ０ の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
電 気 刺 激 を 与 え る 装 置 が
a ） 対 舌 部 材 と
ｂ ） 電 気 刺 激 を 与 え る こ と が で き る 電 極 か ら な る
装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
薬 剤 を 必 要 と す る 患 者 に 該 薬 剤 を 送 る 装 置 で 、
a ） 開 口 を も つ イ ン プ ラ ン ト 可 能 な 部 材 と
ｂ ） 該 イ ン プ ラ ン ト 可 能 な 部 材 に 連 結 し 、 該 薬 剤 を 徐 放 で き る 薬 剤 容 器 か ら な る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
該 イ ン プ ラ ン ト 可 能 な 部 材 が 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 請 求 項 ２ ６ の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
該 連 通 が 流 体 の 移 送 を 含 む 請 求 項 １ ９ の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
該 連 通 が 撮 像 装 置 を 含 む 請 求 項 １ ９ の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
該 撮 像 装 置 が 光 フ ァ イ バ ー を 含 む 請 求 項 ２ ９ の 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
内 視 鏡 手 術 部 材 を 含 む 請 求 項 １ ９ の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 相 互 参 照 関 連 出 願 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ２ ０ ０ ４ 年 ２ 月 ２ ６ 日 申 請 の 暫 定 特 許 ６ ０ ／ ５ ４ ７ ， ８ ９ ７ に 対 し て 優 先 権 を
請 求 す る 。 全 文 献 の 全 体 を 取 り 入 れ て あ る 。
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 口 腔 や 咽 頭 の 軟 組 織 の 退 縮 に よ る 閉 塞 型 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 を 治 療 す る 方 法 と
器 具 に 関 す る 。 本 発 明 は 又 医 学 的 障 害 の 診 断 と 治 療 に 使 用 の 舌 へ の イ ン プ ラ ン ト 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 い び き 、 上 気 道 抵 抗 症 候 群 や 閉 塞 型 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 （ OSAS） は 全 て 睡 眠 中 の 上 気 道
狭 小 化 が 関 係 す る 呼 吸 障 害 で あ る 。 お お よ そ １ ８ ０ ０ 万 の ア メ リ カ 人 に 睡 眠 呼 吸 障 害 が あ

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-525277 A 2007.9.6



る が 、 ５ ０ ％ 以 下 し か 現 在 診 断 さ れ て い な い 。 ６ ５ 才 以 上 の ア メ リ カ 人 の ５ ０ ％ 以 上 に 睡
眠 障 害 が あ り 、 睡 眠 問 題 は ６ ５ 才 以 上 の 人 口 増 と 共 に 広 が っ て 行 く 。 毎 年 睡 眠 障 害 、 睡 眠
不 足 や 過 剰 な 日 中 の 眠 気 に よ り 米 国 の 年 間 医 療 費 は 約 １ ６ ０ 億 ド ル が 加 わ り 、 年 間 ５ ０ ０
億 ド ル の 生 産 性 の 損 失 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ［ 睡 眠 障 害 の 病 態 生 理 ］
睡 眠 障 害 の 多 く は 喉 軟 組 織 が 柔 ら か す ぎ る こ と で 起 こ る 。 ヒ ト の 上 気 道 は 曲 線 形 と い う 点
で ユ ニ ー ク で あ り 、 こ の 解 剖 学 的 変 化 は ヒ ト の 話 し 言 葉 の 進 化 と 関 連 す る 。 そ の 結 果 ヒ ト
の 上 気 道 は 他 種 属 よ り 屈 曲 性 が あ り 、 陰 圧 下 で よ り 圧 潰 さ れ や す い 。 覚 醒 状 態 で は 上 気 道
筋 で の 一 定 量 の 緊 張 度 の 存 在 に よ り 圧 潰 を 防 ぐ 。 し か し 睡 眠 時 に は 筋 肉 の 緊 張 度 は 上 気 道
筋 で 減 少 し 、 あ る 敏 感 な 人 で は こ の 弛 緩 に よ り 気 道 が 圧 潰 す る （ ホ ル ナ ー 、 ア ー ル エ ル （
Horner RL） 、 喉 頭 筋 系 の 運 動 制 御 と 閉 塞 型 睡 眠 時 無 呼 吸 の 発 病 の 意 味 （ Motor control o
f the pharyngeal musculature and implications for the pathogenesis of obstructiv
e sleep apnea） 、 ス リ ー プ （ Sleep） 、 １ ９ ９ ６ 年 、 １ ９ 巻 、 ８ ２ ７ － ８ ５ ３ 頁 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 気 道 は 鼻 と 喉 頭 間 の 空 気 を 満 た す 空 間 を 意 味 す る （ 図 １ ） 。 上 気 道 で 睡 眠 障 害 に 最 も
関 連 し た 部 分 は 咽 頭 と 呼 ば れ る 空 気 腔 で あ る 。 咽 頭 は 三 つ の 解 剖 段 階 に 分 け ら れ る 。 （ 図
２ ）
上 咽 頭 は 鼻 腔 背 部 の 咽 頭 の 一 部 で あ る 。
口 蓋 帆 咽 頭 は 縁 膜 （ 軟 口 蓋 ） と 舌 湾 曲 部 を 含 む 咽 頭 の 一 部 に 相 当 す る 。
下 咽 頭 は 舌 根 背 後 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 口 蓋 帆 咽 頭 は 軟 組 織 構 造 が よ り 多 い た め よ り 圧 潰 さ れ や す く 、 気 流 の ス ペ ー ス が 少 な く
な る 。 口 蓋 帆 咽 頭 の 主 要 構 造 は 軟 口 蓋 と 舌 で あ り 、 両 者 は 非 常 に 曲 が り や す い 。 軟 口 蓋 は
口 と 鼻 の 間 の 障 壁 と し て 働 く 。 多 く の 人 で 軟 口 蓋 は 必 要 以 上 に 長 く 、 舌 と 咽 頭 壁 の 間 に 下
方 に 延 び て い る 。 舌 は 上 気 道 で 最 大 の 筋 性 臓 器 で あ り 、 解 剖 学 的 に 舌 端 、 舌 体 と 舌 根 に 分
類 さ れ る （ 図 ３ ） 。 大 部 分 の 舌 湾 曲 部 は 舌 体 と 舌 根 と の 接 合 部 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 覚 醒 状 態 で は 口 蓋 帆 咽 頭 の 構 造 は そ の 内 筋 を 継 続 的 に 緊 張 す る こ と に よ り そ の 形 を 維 持
す る 。 睡 眠 中 の よ う に こ の 緊 張 が 低 下 す る と 、 こ の 構 造 は 非 常 に 曲 が り や す く 伸 び 易 く な
る 。 そ れ を 適 所 に 保 持 す る 正 常 な 筋 緊 張 な し に は 、 比 較 的 低 陰 圧 で 圧 潰 し 易 い 。 筋 は 睡 眠
中 体 全 体 で 弛 緩 す る が 、 多 く の 呼 吸 器 筋 は 活 動 し た ま ま で あ る 。 具 体 的 に は 舌 を 前 に 引 き
出 す 主 な 筋 で あ る お と が い 舌 筋 は 、 閉 塞 性 無 呼 吸 の 間 活 動 は し て い る が 、 睡 眠 中 に そ の 活
動 の 低 下 を 示 す こ と が 報 告 さ れ た 。 通 常 お と が い 舌 筋 は 舌 を 前 方 に 移 動 し 、 口 か ら 突 き 出
す こ と さ え 可 能 で あ る 。 な ぜ お と が い 筋 が 閉 塞 を 防 げ な い か の 理 由 は 説 明 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 吸 息 時 に は 胸 壁 が 拡 張 し 、 陰 圧 を 発 生 し 空 気 を 鼻 と 口 に 吸 い 込 み 、 咽 頭 を 通 っ て 肺 に 吸
い 込 む 。 こ の 陰 圧 に よ り 上 気 道 軟 組 織 を 変 形 し 、 さ ら に そ の 気 道 を 狭 小 化 す る 。 も し 気 道
が 十 分 に 狭 小 化 す る と 、 気 流 は 乱 流 に な り 軟 口 蓋 を 振 動 さ せ る 。 軟 口 蓋 の 振 動 に よ り い び
き と し て 知 ら れ る 音 を 発 生 す る 。 い び き は 非 常 に 一 般 的 で 、 男 の ５ ０ ％ 、 女 の ２ ５ ％ 迄 影
響 す る 。 い び き 自 身 は 医 学 的 問 題 で は な い が 、 い び き を か く 人 の ベ ッ ド の 相 手 に と っ て は
と て つ も な い 問 題 で あ り 、 夫 婦 関 係 の ひ ず み の 主 原 因 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 睡 眠 中 に 気 流 の 量 の わ ず か な 低 下 や 短 い 閉 塞 は 全 て の 人 で 起 こ る 。 気 流 が 正 常 な 場 合 の
５ ０ ％ 以 上 低 下 す る か （ 呼 吸 低 下 ） 、 気 流 が １ ０ 秒 以 上 閉 塞 し た 場 合 （ 無 呼 吸 ） 、 こ れ ら
の 発 症 は 医 学 的 に 有 意 で あ る と 判 断 す る 。 睡 眠 の 各 一 時 間 に 起 こ る 無 呼 吸 と 呼 吸 低 下 の 数
を 測 定 し て 睡 眠 障 害 の 重 症 度 を 診 断 す る 。 呼 吸 低 下 と 無 呼 吸 の 発 症 に よ り 睡 眠 中 に あ る 程
度 の 覚 醒 状 態 を 生 ず る 。 患 者 の 意 識 は 完 全 に は 目 覚 め て は い な い が 、 睡 眠 パ タ ー ン が 妨 げ
ら れ 、 し ば し ば 患 者 に 日 中 眠 た い と 感 じ さ せ る 。 呼 吸 低 下 か 無 呼 吸 の 頻 度 が 一 時 間 に ５ 回
以 上 発 症 し た 場 合 に は 、 上 気 道 抵 抗 症 候 群 と 呼 ば れ る 。 こ れ ら の 患 者 は し ば し ば 睡 眠 障 害
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に 関 連 し た 症 状 を 示 す 。 具 体 的 に は こ れ ら の 患 者 は 日 中 過 度 に 眠 た く な る 。 更 に う つ や 集
中 す る こ と が 困 難 と い う 繊 細 な 症 状 が 又 一 般 的 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 技 術 的 に は OSASの 診 断 は 睡 眠 の 各 一 時 間 に 呼 吸 低 下 か 無 呼 吸 が 平 均 で １ ０ 回 以 上 発 症 す
る も の と 定 義 す る 。 気 道 が 閉 塞 し て も 、 患 者 は 繰 り 返 し 継 続 的 に 無 理 に 吸 気 し よ う と す る
。 こ れ ら の 発 症 は 大 部 分 が 無 音 で 、 更 に 患 者 は 空 気 を 肺 に 入 れ る よ う に 必 死 に 努 力 す る よ
う な 腹 部 と 胸 部 の 運 動 で 特 徴 づ け ら れ る 。 無 呼 吸 の 発 症 は 一 分 以 上 続 き 、 こ の 時 間 の 間 血
液 中 の 酸 素 レ ベ ル は 減 少 す る 。 最 後 に 閉 塞 に 打 ち 勝 っ て 、 通 常 は 大 き な い び き を か く か 、
或 い は 患 者 は 息 が 詰 ま る と 感 じ で 目 覚 め る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 OSAS患 者 の 非 常 に 一 般 的 症 状 は 朝 の 頭 痛 と 酸 の 逆 流 で あ る 。 気 道 閉 塞 の 間 空 気 を 無 理 に
吸 気 し よ う と す る た め 、 胸 部 に 強 大 な 陰 圧 を 生 ず る 。 こ の 高 い 陰 圧 に よ り 酸 を 胃 か ら 食 道
に 引 き 上 げ る 。 酸 は ず っ と 口 ま で 進 み 、 声 帯 と 鼻 粘 膜 の 炎 症 を 起 こ す 。 上 気 道 に 酸 が 存 在
す る と 、 喘 息 発 作 と 類 似 の 肺 の 反 射 気 管 支 収 縮 を 起 こ す 。 酸 が 少 量 で さ え も 肺 に は い る と
、 声 帯 襞 を し っ か り と 閉 じ さ せ 、 喉 頭 痙 攣 と 呼 ば れ る 持 続 性 無 呼 吸 を 起 こ す 。 多 く の 患 者
で 食 道 括 約 筋 の 伸 張 を 繰 り 返 し 慢 性 的 変 化 を 起 こ し 、 こ れ ら 患 者 は 日 中 で も 酸 の 逆 流 を 起
こ す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 よ り 重 要 に は 睡 眠 障 害 に よ り 重 大 な 医 学 的 問 題 と 死 を も た ら す 。 無 呼 吸 に よ り 心 臓 と 肺
に 大 き な 負 担 を か け る 。 時 間 と 共 に 無 呼 吸 を 繰 り 返 し 発 症 す る こ と で 慢 性 的 変 化 を 起 こ し
、 高 血 圧 症 を も た ら す 。 長 期 の 無 呼 吸 に よ り 血 液 中 の 酸 素 レ ベ ル を 減 少 さ せ る 。 次 い で 低
酸 素 に よ り 心 臓 麻 痺 ま た は 脳 卒 中 を 起 こ す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ［ 睡 眠 障 害 の 治 療 ］
OSASは 子 供 と 大 人 の 両 者 で 起 こ る が 、 そ の 原 因 と 治 療 は 全 く 異 な る 。 子 供 の OSASは 子 供 が
大 き い 扁 桃 腺 を も つ と き に 起 こ り 、 扁 桃 摘 出 術 に よ り そ の 状 況 を 治 癒 す る 。 扁 桃 腺 の 大 き
さ は 年 齢 と 共 に 小 さ く な り 、 大 人 で は 殆 ど 問 題 に な ら な い 。 代 わ り に 罹 り や す い 大 人 で は
通 常 拡 大 し た 舌 、 柔 ら か い 口 蓋 及 び ／ 又 は 咽 頭 壁 を 有 す る 。 こ の 拡 大 は 大 抵 そ の 構 造 内 の
脂 肪 沈 着 に よ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 大 人 の 睡 眠 障 害 治 療 は 種 々 の 理 由 に よ り 困 難 で あ る 。 上 気 道 は 嚥 下 と 発 声 と い う 重 要 な
機 能 を 行 う 構 造 で 、 非 常 に 動 き や す い 。 こ の 機 能 は 外 科 手 術 か 他 処 置 に よ り 容 易 に 損 な わ
れ て し ま う 。 更 に 上 気 道 に は 又 吐 き 気 や 咳 嗽 の よ う な 反 射 を 発 生 さ せ る 多 く の 知 覚 性 神 経
支 配 が あ る 。 理 論 的 に は 口 腔 や 咽 頭 に 取 り 付 け る 体 内 ス テ ン ト は 睡 眠 時 無 呼 吸 を 軽 減 す る
の に 完 全 に 有 効 で あ ろ う 。 患 者 が 手 術 の た め に 麻 酔 し た と き の よ う に 完 全 に 意 識 不 明 な 場
合 、 湾 曲 経 口 チ ュ ー ブ を 口 と 咽 頭 に 取 り 付 け て 気 道 を ス テ ン ト 挿 入 の た め に 開 く こ と が で
き る 。 更 に 気 管 内 チ ュ ー ブ に よ り 人 工 呼 吸 用 の 安 全 な 気 道 を 確 立 す る 。 し か し 麻 酔 が 効 か
な く な っ た 後 は 、 患 者 は 直 ち に 気 づ き 喉 の 異 物 に 反 応 し て 吐 く 。 そ れ 故 経 口 チ ュ ー ブ 、 気
管 内 チ ュ ー ブ や い ず れ の 類 似 物 の よ う な 器 具 は OSAS治 療 に は 使 用 で き な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 体 内 ス テ ン ト は OSASに は 使 用 で き な い が 、 間 接 的 な 方 法 で 上 気 道 に 陽 空 気 圧 で ス テ ン ト
挿 入 す る の は OSASの 最 も 一 般 的 に 処 方 さ れ る 治 療 で あ る 。 本 法 を 持 続 的 気 道 陽 圧 法 （ CPAP
） と 呼 ぶ 。 CPAPは 鼻 周 り に き つ く 取 り 付 け た 人 工 呼 吸 器 に 連 結 し た マ ス ク を 用 い る 必 要 が
あ る 。 各 患 者 に よ り 陽 圧 の 正 確 な 量 は 異 な り 、 種 々 の 圧 力 を 用 い て 一 泊 滞 在 試 験 に よ り 設
定 す る 必 要 が あ る 。 陽 圧 は ス テ ン ト に よ り 気 道 が 開 き 続 け る よ う に 働 く 。 多 く の OSAS患 者
は CPAPに よ り 助 か る が 、 CPAPは 患 者 や そ の ベ ッ ド の 相 手 方 に と っ て 快 適 で は な い 。 患 者 は
し ば し ば そ の 顔 に き つ く 取 り 付 け た マ ス ク 閉 所 恐 怖 症 感 に 耐 え ら れ な い 。 更 に マ ス ク を 顔
に 適 切 な シ ー ル を 維 持 す る こ と に 関 し 多 く の 技 術 的 問 題 が あ る 。 こ れ ら の 理 由 に よ り CPAP
を 処 方 さ れ た 全 患 者 の 半 分 ま で が そ の 使 用 を 六 ヶ 月 以 内 に や め る 。 （ サ ン ダ ー ズ （ Sander
s） 、 “ 睡 眠 無 呼 吸 の た め の 医 学 的 治 療 ” （ Medical Therapy for Sleep Apnea） 、 睡 眠 医
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学 の 原 理 と 実 際 （ Principles and Practice of Sleep Medicine） 第 二 版 、 ６ ７ ８ － ６ ８
４ 頁 。 ）
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ［ 気 管 切 開 ］
OSASに 完 全 に 有 効 な 唯 一 の 外 科 的 療 法 は 、 上 気 道 全 部 を 首 か ら 気 管 と 直 接 連 結 す る 外 科 手
術 で あ る 永 久 的 気 管 切 開 で あ る 。 こ の 処 置 は OSASに よ る 高 度 に 危 険 な 重 大 な 医 学 的 合 併 症
の あ る 最 悪 の 場 合 に 保 留 さ れ た 危 険 な 処 置 で あ る 。 特 に 一 時 的 な 気 管 切 開 は い ず れ か の 他
処 置 を 上 気 道 で 実 施 す る 前 に 、 重 度 の OSASを も つ 患 者 に 実 施 前 気 道 を 制 御 す る た め に し ば
し ば 行 う 。 そ の 理 由 は こ の 患 者 に そ の 気 道 に 何 か の 膨 潤 が あ る と 、 患 者 は 非 常 に 危 険 な 急
性 気 道 閉 塞 や 死 の 危 険 が あ る か ら で あ る 。 上 気 道 組 織 が 非 常 に 過 剰 に 膨 潤 し て い る た め 、
OSAS患 者 に は 緊 急 事 態 で の 挿 管 が 非 常 に 困 難 で あ る 。 同 様 に 首 に 大 量 の 脂 肪 が あ る た め 、
救 急 気 管 切 開 は 非 常 に 危 険 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 保 存 的 処 置 以 前 に は 術 後 死 は 重 度 の OSAS患 者 で は ま れ で は な か っ た 。 更 に こ の 患 者 は
し ば し ば 呼 吸 抵 抗 に な れ て い る が 、 そ の 抵 抗 が 突 然 除 か れ る と 呼 吸 意 欲 は 低 下 す る 。 現 在
で も 大 部 分 の OSAS患 者 の 治 療 に お け る 治 癒 標 準 は 患 者 を 集 中 治 療 室 か 外 科 的 処 置 後 の 回 復
室 で 注 意 深 く 観 察 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ［ い び き に 関 す る 軟 口 蓋 処 置 ］
軟 口 蓋 が 他 の 組 織 以 上 に 振 動 す る と 、 い び き で 不 釣 り 合 い な 役 割 を 果 た す 。 軟 口 蓋 を 収 縮
か 硬 化 す る の に 種 々 の 外 科 的 治 療 が 利 用 で き る 。 使 用 さ れ る 主 な 処 置 は 口 蓋 垂 咽 頭 形 成 術
（ UPPP） と 呼 ば れ る 。 UPPPで は 手 術 用 メ ス で 咽 頭 壁 と 軟 口 蓋 の 過 剰 軟 組 織 を 切 除 す る 。 咽
頭 領 域 の 粘 膜 が UPPP時 に あ ま り に 多 く 傷 つ け ら れ る の で 、 大 き な 術 後 膨 潤 と 激 痛 が 起 こ る
。 い び き を か く が 閉 塞 が な い 選 ば れ た 患 者 で は 、 よ り 限 定 版 の UPPPを レ ー ザ ー か 電 気 メ ス
で 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 よ り 新 し い 処 置 で は 粘 膜 の 外 傷 を 最 小 限 に し 、 針 を 使 っ て 下 に あ る 軟 組 織 に 達 し て 振 動
に 抗 す る よ う に そ の 体 積 を 収 縮 す る か 硬 化 す る 。 電 極 を 軟 口 蓋 に 挿 入 し て 口 蓋 を 収 縮 す る
か 硬 化 す る よ う に 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 送 る 。 （ パ ウ エ ル 、 エ ヌ ビ ー 等 （ Powel,NB et al.
） （ １ ９ ９ ８ 年 ） 、 睡 眠 障 害 型 呼 吸 を も つ 被 験 者 の 口 蓋 に お け る 高 周 波 エ ネ ル ギ ー に よ る
組 織 容 積 縮 減 術 （ Radiofrequency volumetric tissue reduction of the palate in subj
ects with sleep-disordered breathing） 、 チ ェ ス ト （ Chest） 、 １ １ ３ 巻 、 １ １ ６ ３ －
１ １ ７ ４ 頁 。 ） （ ソ ム ノ プ ラ ス テ ィ （ Somnoplasty） 、 ソ ム ナ ス （ Somnus） 、 マ ウ ン テ ン
ビ ュ ー （ Mountainview） 、 カ ル フ ォ ル ニ ア 州 （ CA） ） 。 軽 い 苛 性 ソ ー ダ 薬 を 注 入 し て 軟 口
蓋 の 容 積 を 減 ら す 。 ベ ン ゼ ル （ Benzel） の 米 国 特 許 ６ ４ ３ ９ ２ ３ ８ で は 軟 口 蓋 表 面 へ の 硬
化 剤 塗 布 を 教 え る 。 ご く 最 近 に は 外 来 診 療 所 で の 軟 口 蓋 硬 化 用 プ ラ ス チ ッ ク 挿 入 物 移 植 が
食 品 医 薬 品 局 （ FDA） に よ り 認 可 さ れ た 。 （ ピ ラ ー （ 登 録 商 標 ） 処 置 （ Pillar　 Procedure
） 、 米 国 特 許 ６ ５ ４ ６ ９ ３ ６ 、 上 咽 頭 部 位 状 態 治 療 の た め の 方 法 と 器 具 (Method and appa
ratus to treat conditions of the naso-phrayngeal area)。 ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 よ り 新 し い 処 置 を 含 む 軟 口 蓋 を 標 的 と す る 全 て の 方 法 で の 基 本 的 な 欠 陥 は OSASの 一 部 だ
け し か 改 善 で き な い こ と で あ る 。 （ ラ ウ ベ 、 デ ィ ア イ （ Loube DI） 、 （ １ ９ ９ ９ 年 ） 、 閉
塞 型 睡 眠 無 呼 吸 症 候 群 治 療 に お け る 技 術 的 進 歩 （ Technological Advances in the Treatm
ent of Obstructive Sleep Apnea Syndrome） 、 チ ェ ス ト （ Chest） 、 １ ９ ９ ９ 年 、 １ １ ６
巻 、 １ ４ ２ ６ － １ ４ ３ ３ 頁 ； ド グ ラ ム 、 ジ ー ケ イ 等 （ Doghramji, K et al.） 、 （ １ ９ ９
５ 年 ） 、 口 蓋 垂 咽 頭 形 成 術 成 績 の 予 測 （ Predictors of outcome for uvulopalatophryngo
plasty） 、 ラ リ ン ゴ ス コ ー プ （ Laryngoscope） 、 １ ０ ５ 巻 、 ３ １ １ － ３ １ ４ 頁 ） 。 研 究 で
は 無 呼 吸 数 の 減 少 を 報 告 し て い る が 、 こ れ ら 患 者 は め っ た に 治 癒 し な い 。 明 ら か に OSASを
起 こ す 重 要 な 構 造 は 軟 口 蓋 で は な く 舌 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 ［ OSASに 関 す る 舌 根 法 ］
OSASで の 舌 根 治 療 に 用 い る 方 法 は 、 そ の 容 積 を 永 久 に 減 少 し 撓 み 性 を 低 下 す る か 、 舌 全 部
を 前 方 移 動 す る か の い ず れ か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 舌 根 の 外 科 的 切 除 の 効 果 は 不 十 分 で あ る 。 OSAS治 療 で の 舌 根 の メ ス か レ ー ザ ー に よ る 切
除 の 結 果 は こ の 方 法 の 継 続 的 な 適 用 を 勧 め る に は 不 十 分 で あ っ た 。 （ マ イ ケ ル ソ ン 、 エ ス
エ イ 、 ロ ー ゼ ン タ ー ル 、 エ ル （ Mickelson, SA, Rosenthal, L） （ １ ９ ９ ７ 年 ） 、 閉 塞 型
睡 眠 無 呼 吸 症 候 群 治 療 で の 舌 根 正 中 部 切 除 術 と 喉 頭 蓋 切 除 術 （ Midline glossectomy and 
epiglottiectomy） 、 ラ リ ン ゴ ス コ ー プ （ Laryngoscope） 、 １ ０ ７ 巻 、 ６ １ ４ － ６ １ ９ 頁
） 。 よ り 最 近 に は 高 周 波 エ ネ ル ギ ー （ エ ド ワ ー ド （ Edwards） の 米 国 特 許 ５ ８ ４ ３ ０ ２ １
） や 超 音 波 エ ネ ル ギ ー （ 米 国 特 許 ６ ４ ０ ９ ７ ２ ０ ） が 舌 根 収 縮 や 硬 化 に 提 案 さ れ た 。 針 電
極 を 舌 根 に 挿 入 し て エ ネ ル ギ ー を 伝 え て 損 傷 し 傷 跡 を 残 し て 時 間 共 に 収 縮 す る 。 術 後 の 膨
潤 や 痛 み を 避 け る た め に 、 制 限 量 の 損 傷 を １ 回 の セ ッ シ ョ ン で 行 う が 、 患 者 に は 平 均 で ５
回 の 治 療 が 必 要 で あ る 。 お お よ そ 三 分 の 一 の 患 者 の OSASが ５ ０ ％ 以 上 良 く な る 。 し か し 約
四 分 の 一 の 患 者 で は 舌 根 潰 瘍 形 成 、 舌 根 膿 瘍 や 一 時 的 気 管 切 開 を 含 む 重 大 な 術 後 合 併 症 が
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 舌 根 前 進 術 に 関 す る 最 近 導 入 の 器 具 は レ ス ポ ン ス （ 登 録 商 標 ） （ Response） シ ス テ ム （
イ ン フ ル エ ン ト 社 （ Influent Corp） 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 （ CA） ） で
あ る 。 レ ス ポ ン ス （ 登 録 商 標 ） （ Response） 法 は 全 身 麻 酔 下 で 行 い 、 ね じ を 下 顎 骨 基 盤 に
挿 入 す る 。 ね じ は 永 久 縫 合 糸 用 の 付 属 品 を 含 み 、 口 腔 底 粘 膜 の 下 に 後 舌 面 へ の ト ン ネ ル を
掘 り 、 次 い で 舌 根 幅 を 横 切 り 、 舌 顎 骨 に ね じ 込 ん だ 金 属 フ ッ ク に 取 り 付 け る よ う に 戻 す 。
縫 合 糸 を 締 め て 舌 根 を 前 方 移 動 す る が 、 組 織 壊 疽 と な る 過 剰 な 引 っ 張 り を 防 ぐ よ う に 注 意
を 守 る 必 要 が あ る 。 残 念 な こ と に は レ ス ポ ン ス （ 登 録 商 標 ） （ Response） 法 の 研 究 で は OS
ASを 除 去 す る に は 効 果 的 で な い こ と が 示 さ れ た 。 １ ５ 人 の 患 者 の 内 一 人 だ け が OSASが 治 癒
し た が 、 二 人 の 患 者 で は 痛 み と 膨 潤 の た め 縫 合 糸 を 除 去 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 よ り 攻 撃 的 な 外 科 的 手 段 で は 下 顎 骨 、 顔 面 骨 格 や 舌 骨 の 再 構 築 が 必 要 で あ る 。 そ の 技 術
の 例 と し て は ウ ッ ド ソ ン （ Woodson） の 米 国 特 許 ６ １ ６ １ ５ ４ １ が あ り 、 咽 頭 気 道 を 拡 張
す る 外 科 的 方 法 を 教 え る 。 こ の 方 法 は よ り 危 険 性 が 高 く 、 回 復 期 間 が 遙 か に 長 い 広 範 囲 な
手 術 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 舌 根 治 療 の 提 案 さ れ た 他 法 と し て は 米 国 特 許 ６ ７ ４ ２ ５ ２ ４ （ 上 咽 頭 部 位 状 態 治 療 の 方
法 と 装 置 （ Method and apparatus to treat conditions of the naso-pharyngeal area）
） の 硬 化 粒 子 や 米 国 特 許 出 願 ２ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ４ ４ １ ７ A1（ 咽 頭 小 管 の よ う な 体 部 位 内 で の
組 織 固 定 器 具 、 シ ス テ ム 及 び 方 法 （ Devices, systems, and methods to fixate tissue w
ithin the regions of body, such as the pharyngeal conduit） ） の 他 の イ ン プ ラ ン ト
材 料 を 注 入 し て 軟 組 織 を 硬 化 す る 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ［ 神 経 機 能 代 替 え 装 置 ］
上 気 道 筋 を 刺 激 す る 種 々 の 装 置 が 発 明 さ れ た 。 サ ン ダ ー ズ （ Sanders） の 米 国 特 許 ４ ９ ０
７ ６ ０ ２ に は 気 道 を 拡 張 す る 経 粘 膜 的 刺 激 が 記 載 さ れ て い る 。 カ レ ル （ Karell） の 米 国 特
許 ５ ７ ９ ２ ０ ６ ７ で は 硬 口 蓋 、 軟 口 蓋 か 咽 頭 部 位 を 電 気 刺 激 し て 上 気 道 筋 の 収 縮 を 誘 発 す
る 口 腔 内 装 置 を 教 え る 。 メ ー ル （ Meer） の 米 国 特 許 ５ １ ９ ０ ０ ５ ３ で は 舌 小 帯 の ど ち ら か
の 側 上 の 口 腔 底 粘 膜 に 位 置 す る 電 極 に よ り お と が い 舌 筋 に 電 気 刺 激 を か け る 口 腔 内 装 置 を
教 え る 。 更 に テ ス タ ー マ ン （ Testerman） の 米 国 特 許 ５ ５ ９ １ ２ １ ６ に は お と が い 舌 筋 の
神 経 を 刺 激 す る 全 体 が イ ン プ ラ ン ト 可 能 な 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 更 に ゴ ー ド ン （ Gordon
） の WIPO出 願 ０ ４ ０ ６ ４ ７ ２ ９ に は い び き を 治 療 す る た め に 軟 口 蓋 に 注 入 で き る 神 経 機 能
代 替 え 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 現 在 こ れ ら の 装 置 は 臨 床 的 に は 検 証 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 要 約 す る と 睡 眠 障 害 は 無 難 な 解 決 策 の な い 大 き な 健 康 問 題 で あ り 、 新 規 で よ り 有 効 な 治
療 技 術 の 必 要 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 理 論 に は 縛 ら れ た く な い が 、 人 の 舌 解 剖 学 に 関 す る 本 発 明 者 の 研 究 で は 閉 塞 の 発 症 が 一
連 の 出 来 事 で 展 開 す る こ と が 示 唆 さ れ る （ 図 ４ ） 。 最 初 の 刺 激 事 象 は 比 較 的 小 部 分 の 舌 の
変 形 で あ る 。 あ る 特 定 条 件 下 で 変 形 が 舌 の 頂 点 、 特 に 舌 弯 曲 部 位 、 具 体 的 に は 舌 弯 曲 部 の
中 心 線 付 近 で 始 ま る 。 こ の 組 織 が 変 形 す る と 、 気 道 を 狭 小 化 し 、 よ り 大 き い 陰 圧 を 発 生 し
て よ り 大 き く 変 形 す る 。 次 い で こ の フ ィ ー ド バ ッ ク サ イ ク ル が そ の 部 位 の 組 織 を 十 分 に 変
形 し 、 口 蓋 帆 咽 頭 部 位 の 完 全 閉 塞 を 起 こ す 。 最 初 の 閉 塞 が 吸 気 終 末 近 く で 起 こ る 場 合 に は
、 そ の 閉 塞 は 呼 息 又 は お と が い 舌 筋 の 作 用 で 解 放 さ れ る 。 し か し 閉 塞 が 吸 気 初 期 で 起 こ る
場 合 に は 、 反 射 に よ り よ り 強 い 吸 気 活 動 を 引 き 起 こ し 、 更 に 気 道 圧 を 低 下 す る 。 こ の 陰 圧
の 増 加 に よ り 変 形 を 起 こ し 、 大 部 分 の 舌 根 を 圧 潰 す る 。 こ の 時 点 で そ の 気 道 は 軟 組 織 で し
っ か り と 塞 が れ 、 お と が い 舌 筋 は 伸 び る だ け で 塞 が り 取 り 除 け な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ れ 故 舌 屈 曲 部 は 閉 塞 を も た ら す カ ス ケ ー ド 開 始 の 重 要 な 部 位 で あ る 。 こ の 弛 緩 し た 筋
肉 は 非 常 に 曲 が り や す く 変 形 し や す い が 、 そ の 逆 も 正 し く こ の 変 形 を 防 ぐ に は 非 常 に 小 さ
な 力 し か 必 要 で な い 。 そ れ 故 十 分 な 反 力 が 舌 の 適 切 な 局 在 部 位 に 働 く と 、 会 話 で の 目 立 っ
た 影 響 や 嚥 下 動 作 な し に 閉 塞 を 防 げ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 如 何 に 装 置 が 舌 弯 曲 部 の 変 形 と 圧 潰 を 防 ぐ か は 些 細 な 問 題 で は な い 。
舌 の こ の 部 位 は 会 話 や 嚥 下 時 に 非 常 に 動 き や す く 、 そ の 結 果 作 用 力 の 量 は 低 く 、 非 常 に 局
在 化 す る 必 要 が あ る 。 大 き な イ ン プ ラ ン ト や 瘢 痕 組 織 に よ っ て 硬 化 す る 場 合 に 行 わ れ る よ
う に 、 部 位 を 不 動 に す る の は 許 さ れ な い 。
更 に 口 蓋 帆 咽 頭 の 全 部 位 は 広 範 囲 の 知 覚 神 経 支 配 下 に あ り 、 そ の 比 較 的 小 さ な 刺 激 で 口 を
詰 め る か 嚥 下 を 起 こ す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 舌 根 と 舌 体 は 身 体 の 同 程 度 の 他 筋 肉 に 比 し 血 液 の 供 給 が よ り 多 い 。 こ の 部 位 へ の い
ず れ の イ ン プ ラ ン ト も 内 出 血 を 起 こ す 可 能 性 が 高 く 、 最 悪 の 場 合 舌 膨 張 の 可 能 性 が あ る 。
最 後 に OSAS患 者 は 外 科 的 処 置 に 続 く 膨 潤 の よ う な わ ず か な 量 の 膨 潤 後 で さ え も 、 閉 塞 す る
き わ ど い 気 道 を も っ て い る 。 そ れ 故 膨 潤 を 避 け な が ら 如 何 に 装 置 が 部 位 に 力 を か け る は 明
ら か で は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 最 も 効 果 的 で 、 患 者 と 医 師 に 受 け 入 れ ら れ る た め に は 、 そ の 装 置 は 理 想 的 に は 追 加
の 特 質 を 有 す る で あ ろ う 。
装 置 は 外 来 処 置 で 挿 入 で き る 必 要 が あ る 。
好 ま し く は そ の 装 置 を 患 者 が 日 中 に 除 去 で き 、 夜 に 再 挿 入 で き る で あ ろ う 。
装 置 は 患 者 の 特 定 な 必 要 性 に 適 合 す る よ う に 調 節 可 能 で あ ろ う 。
装 置 は 患 者 に と っ て 快 適 で あ ろ う 。
装 置 を 取 り 付 け た と き 、 誰 に も 気 づ か れ な い で あ ろ う 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は OSAS及 び い び き の よ う な 症 状 の 治 療 の た め の 方 法 と 装 置 か ら な る 。 好 ま し い 実
施 形 態 で は 本 装 置 を OSASを も つ 患 者 の 治 療 の た め に 挿 入 す る 。 こ の 患 者 集 団 に は 重 大 な 医
学 的 問 題 が あ り 治 療 法 の 選 択 が 殆 ど な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 法 は 上 気 道 構 造 の 弛 緩 し た 軟 組 織 に 対 し て 気 道 で の 陰 圧 に よ る 影 響 で 変 形 す る の を 是
正 す る 。 こ の 構 造 と し て は 制 限 な し に 舌 、 軟 口 蓋 、 咽 頭 壁 と 上 声 門 咽 頭 が あ る 。 軟 組 織 は
組 織 に イ ン プ ラ ン ト し た 装 置 に よ り 引 っ 込 む （ 図 １ ４ ） 。 次 い で 開 創 器 が 他 の 軟 組 織 部 位
、 好 ま し く は 吸 気 中 に 収 縮 し 続 け る 筋 肉 に 機 械 的 に 接 続 す る 。 こ の 方 法 に よ っ て 本 装 置 は
睡 眠 中 の 気 道 閉 塞 を 効 果 的 に 防 ぐ 。 本 装 置 は 三 つ の 異 な っ た パ ー ツ か ら な る 。 開 創 器 は 弛
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緩 し た 軟 組 織 部 位 と 物 理 的 に 連 結 す る 。 シ ャ フ ト が 開 創 器 を ア ン カ ー と 連 結 す る 。 ア ン カ
ー は 反 力 を シ ャ フ ト を 通 じ て 開 創 器 に 伝 え 、 そ の 結 果 軟 組 織 が 変 形 す る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 舌 の 内 科 解 剖 学 に 関 す る 広 範 囲 な 研 究 に よ り 、 本 発 明 者 は 舌 の 特 定 部 位 が 脈 管 構 造 や 神
経 構 造 を 殆 ど も た な い か 、 全 く も た な い こ と を 発 見 し た 。 最 も 重 要 な の は 舌 体 の 全 中 線 が
生 活 構 造 を 殆 ど も た な い こ と で あ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 装 置 を 血 管 や 神 経 に 損 傷 を 与
え る こ と な し に 舌 の 中 心 線 に 設 置 で き る 。 生 活 構 造 を 避 け た 舌 を 通 る 他 手 段 が あ る が 、 舌
弯 曲 部 で 一 番 変 形 し や す い 部 位 は 中 心 線 に 沿 っ て い る の で 、 中 心 線 が 最 も 好 ま し い 。 驚 い
た こ と に 装 置 を OSASに 一 番 弱 い 部 位 に 舌 を 通 じ て 最 小 の 危 険 性 で 直 接 設 置 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 本 装 置 は 各 末 端 に 膨 張 可 能 な 風 船 を も つ 可 撓 性 の 中 空 シ ャ フ ト か
ら な る 。 本 装 置 に 挿 入 す る た め に 装 置 は 針 の 上 を 滑 り 、 風 船 が し ぼ む 。 ア ン カ ー の 風 船 が
お と が い 舌 筋 で そ の デ ザ イ ン と 同 様 に 位 置 に よ り 反 力 を 与 え る 一 方 、 本 装 置 と 針 を 組 み 合
わ し て 開 創 器 の 風 船 が 舌 根 を 押 し つ け る よ う に 舌 組 織 に 直 接 通 す 。 機 械 的 反 力 に よ り 睡 眠
中 に 弛 緩 し た 舌 が 変 形 す る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 装 置 は 舌 屈 曲 部 を 睡 眠 中 中 立 的 な 位 置 に 維 持 す る に 十 分 な 力 を 伝 え る 。 し か し 会 話 や
嚥 下 時 に は 舌 根 は 中 立 位 置 か ら 前 後 両 方 に 動 く 。 こ の 動 き は 非 常 に 強 く 、 例 え ば 嚥 下 時 の
舌 の 動 き は 弛 緩 し た 舌 を 中 立 位 置 に 維 持 す る に 必 要 な 力 の 約 １ ０ 倍 の 力 が 働 く 。 そ れ 故 本
装 置 は 力 を 制 限 す る よ う に 設 計 し 、 会 話 や 嚥 下 時 に 舌 根 が 自 由 に 動 け る よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 先 行 技 術 に 対 す る 本 発 明 の 利 点 は OSAS用 の 現 在 の 外 科 手 術 と 装 置 と は 異 な り 、 本 発 明 が
上 気 道 構 造 全 体 よ り は む し ろ 小 さ な 局 在 部 位 に 作 用 す る こ と で あ る 。 そ れ 故 本 発 明 は 正 常
な 機 能 を 大 き く 損 な う 事 な し に 有 効 で あ る 。 本 装 置 を 針 に よ り 挿 入 す る と 、 後 処 置 痛 か 膨
潤 が 最 小 に な り 、 そ の 結 果 本 法 を 外 来 環 境 で 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 先 行 技 術 に 対 す る 更 な る 利 点 は 本 装 置 を 挿 入 す る や 否 や 、 医 師 が 気 道 を 管 理 で き 、 重 大
な 合 併 症 に 対 し て あ る 水 準 の 安 全 性 を 与 え る 。 緊 急 時 に は 舌 の 下 に あ る ア ン カ ー 端 を 握 り
、 手 動 で 引 っ 込 め て 気 道 を 拡 張 で き る 。 こ れ に よ り 重 度 の OSAS患 者 が 受 け や す い 致 死 的 な
気 道 閉 塞 の 可 能 性 を 防 ぐ の を 助 け る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 先 行 技 術 に 対 す る 更 な る 利 点 は 本 装 置 が 調 整 可 能 で 完 全 に 脱 着 で き る こ と で あ る 。 一 旦
医 師 が 最 初 の 挿 入 を 行 い 通 路 が 完 成 す る と 、 本 装 置 を 患 者 か ら 朝 に 脱 着 し 夜 に 再 挿 入 で き
る 。 挿 入 後 患 者 が 一 番 効 果 的 で 快 適 な よ う に 本 装 置 の 張 力 を 調 整 で き る 。 本 装 置 を 舌 の 下
か ら 挿 入 し 舌 根 の 近 く で 抜 け 出 る の で 、 他 人 に は 容 易 に は 見 え な い 。 最 後 に 本 発 明 の 利 点
は OSAS用 の 現 在 の 治 療 に 比 し 安 価 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 舌 に イ ン プ ラ ン ト す る こ と で あ る が 、 代 替 え 実 施 形 態 を 用
い て 軟 口 蓋 の 弛 緩 軟 組 織 、 咽 頭 壁 や 気 道 に 影 響 す る 喉 頭 を 治 療 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 装 置 の 更 な る 代 替 え 実 施 形 態 の 使 用 は 有 益 で あ る 。 そ の シ ャ フ ト が 中 空 で あ る 場 合 に
は 、 舌 に 通 じ る 導 管 と し て 働 く 。 こ の よ う に し て 空 気 圧 が 等 し く な る 口 腔 と 咽 頭 腔 間 を 連
結 し 、 そ の 結 果 OSASを 防 ぐ の を 助 け る 。 更 な る 実 施 形 態 で は そ の 導 管 を 陽 圧 の 空 気 を 咽 頭
に 供 給 す る の に 利 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 な る 代 替 え 実 施 形 態 で は 、 開 い た 導 管 は 咽 頭 腔 や 近 隣 構 造 体 に 容 易 に 接 近 す る 経 路 と
し て 働 く 。 カ テ ー テ ル を 通 し て 咽 頭 や 肺 か ら の 分 泌 物 を 吸 引 し た り 、 栄 養 チ ュ ー ブ を 胃 に
通 す こ と が で き る 。 内 視 鏡 手 術 器 具 を 外 科 的 処 置 を 行 う た め に 咽 頭 や 近 隣 構 造 体 に 通 す こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 更 な る 実 施 形 態 で は 導 管 は 医 療 検 出 機 器 や 診 断 機 器 を 格 納 し た り 、 こ れ ら を 咽 頭 に 通 す
働 き が で き る 。 例 と し て は 動 脈 血 、 静 脈 血 、 気 流 中 の 酸 素 や 炭 酸 ガ ス レ ベ ル や 振 動 を 検 出
す る こ と で あ る 。 こ れ ら の セ ン サ ー は 生 理 的 デ ー タ を 体 外 の 受 信 機 に 送 信 す る か 、 他 の イ
ン プ ラ ン ト し た 医 療 器 具 の 制 御 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 目 的 は 神 経 機 能 代 替 え セ ン サ ー 及 び ／ 又 は 神 経 機 能 代 替 え 刺 激 機 の よ う
な 治 療 器 具 を 内 蔵 す る 導 管 を 提 供 す る こ と で あ る 。 こ れ ら を 用 い て 舌 の 嚥 下 や 会 話 機 能 を
向 上 す る よ う に 舌 神 経 や 舌 筋 を 刺 激 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 最 後 に 薬 剤 を 導 管 に 格 納 し 、 口 や 咽 頭 に 局 所 的 に 送 達 で き る 。 限 定 さ れ な い 例 と し て は
歯 周 疾 患 用 の 抗 生 物 質 や 口 腔 カ ン ジ ダ 症 用 の 抗 真 菌 性 薬 で あ る 。 代 わ り に 薬 剤 を 本 装 置 の
壁 を 通 し て 周 辺 組 織 に 放 徐 で き る 。 大 量 の 血 液 が 舌 に 供 給 さ れ て い る の で 、 薬 剤 は 迅 速 に
全 身 に 循 環 で き る 。 限 定 し な い 例 と し て は 糖 尿 病 治 療 の た め の イ ン ス リ ン や 、 癌 治 療 の た
め の 放 射 性 材 料 や 化 学 療 法 剤 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は OSAS治 療 の 方 法 と 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
本 発 明 の 更 な る 目 的 は 舌 、 軟 口 蓋 、 咽 頭 壁 及 び ／ 又 は 喉 頭 軟 組 織 の 変 形 を 取 り 消 す か 防 ぎ
、 そ の 結 果 OSASを 治 療 す る こ と で あ る 。
本 発 明 の 代 替 え 実 施 形 態 の 目 的 は 治 療 目 的 か 診 断 目 的 の た め に 舌 に 通 じ る 導 管 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ２ は 、 舌 と 周 辺 構 造 体 の 簡 単 化 略 図 で あ る 。
NP、 鼻 咽 頭
VP、 口 蓋 帆 咽 頭
HP、 下 咽 頭
SP、 軟 口 蓋
P、 硬 口 蓋
T、 舌
GG、 お と が い 舌 筋
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ は 、 舌 の 解 剖 学 的 標 識 で あ る 。 こ の 略 図 で は 睡 眠 中 に 弛 緩 し た 舌 部 位 は 斜 線 で 示 す
。 睡 眠 中 に 活 発 な ま ま の お と が い 舌 筋 （ GG） は 舌 下 面 （ Bo） 上 の 結 合 組 織 境 界 に 挿 入 す る
。
BA） 舌 根
BD） 舌 体
BL） 舌 端
Bo） 舌 と お と が い 舌 筋 間 の 境 界
C） 舌 弯 曲 部
F） 舌 小 帯
GG） お と が い 舌 筋
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ４ は 、 気 道 閉 塞 の 機 構 で あ る 。
覚 醒 時 の 正 常 な 緊 張 。 舌 は 気 道 が 開 い た ま ま に で き る 位 置 に あ る 。
睡 眠 中 は 筋 緊 張 が 失 わ れ 、 舌 の 軟 組 織 が 弛 緩 す る 。 こ の 時 点 で 気 道 が 一 番 狭 く 且 つ 舌 弯 曲
部 （ 丸 印 ） は 一 番 変 形 で き る の で 、 吸 気 時 に 咽 頭 の 陰 圧 に よ り 口 蓋 帆 咽 頭 部 位 で 舌 が 圧 潰
す る 。
一 旦 上 気 道 の 沿 う い ず れ か の 点 で 閉 塞 が 起 こ る と 、 吸 気 に よ り 咽 頭 圧 が 低 下 し 、 他 の 軟 組
織 構 造 体 、 特 に 舌 根 （ 丸 印 ） を 圧 潰 さ せ る 。
舌 の 開 創 器 を 配 置 す る と 舌 弯 曲 部 の 後 側 へ の 変 形 を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 図 ５ は 舌 の 開 創 器 で あ る 。
ｒ 、 開 創 器 の 風 船
ｓ 、 シ ャ フ ト
ｔ 、 チ ュ ー ブ
ア ン カ ー
i、 注 入 ポ ー ト
n、 針
ｈ 、 取 っ 手
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ の Aお よ び Bは 装 置 の 挿 入 を 示 す 。 外 套 針 と 組 み 合 わ し た 本 装 置 を 舌 に 通 す （ A） 。
次 い で 風 船 を 膨 ら ま せ て 本 装 置 を 所 定 位 置 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ６ の Cお よ び Dは 装 置 の 風 船 に 関 す る 膨 張 機 構 を 示 す 。 C） 風 船 は 別 に 膨 ら ま せ ら れ る
が 、 好 ま し く は 一 つ 又 は 複 数 の シ ャ フ ト 側 の 風 船 間 を 通 る 小 さ な チ ュ ー ブ （ ｔ ） に よ り 連
結 す る 。 こ の チ ュ ー ブ は 各 風 船 内 の 端 末 側 終 端 に 開 口 ポ ー ト が あ り 、 そ の 結 果 流 体 や 空 気
が 自 由 に 通 過 で き る 。 D） ア ン カ ー 風 船 は 再 度 シ ー ル で き る 隔 膜 （ ｄ ） を 通 る 注 入 針 に よ
り 膨 張 か 収 縮 し 、 こ の 隔 膜 は つ ば （ ｃ ） に よ り 所 定 位 置 に 保 持 し 、 次 い で 風 船 の 膜 に 連 結
す る 。 ｐ は チ ュ ー ブ の 開 口 端 、 ｄ は 隔 膜 、 ｃ は つ ば で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ７ の A、 Bは ア ン カ ー 風 船 の 作 用 機 構 を 示 す 。 反 力 は ア ン カ ー 風 船 を 膨 張 或 い は 収 縮 し
て 調 整 で き る 。 舌 組 織 は 分 離 に や や 抵 抗 す る 。 ア ン カ ー 風 船 は 風 船 内 の 圧 力 が 増 加 す る と
広 が る く さ び 形 （ A） を 有 す る 。 こ の 方 法 で く さ び 角 度 が 広 が り 、 そ の 結 果 ア ン カ ー 風 船
に 対 す る 組 織 力 が 比 例 し て 増 加 し 、 シ ャ フ ト に よ り 風 船 を 引 っ 込 め る 反 力 を 伝 え る 。 弛 緩
し た 舌 を 所 定 位 置 に 維 持 す る の に 必 要 な 反 力 量 は 小 さ い 。 嚥 下 の よ う な 舌 の 動 き は 、 舌 を
後 方 に 移 動 す る よ う に 大 き な 力 が 働 く 。 最 大 の 膨 張 時 に は ア ン カ ー 風 船 は 嚥 下 時 の 舌 に 比
べ 遙 か に 小 さ な 反 力 が 働 く 。 そ れ 故 ア ン カ ー 風 船 は 舌 組 織 に 滑 り 込 み （ ７ B、 矢 印 ） 、 正
常 な 舌 の 動 き を 損 な う こ と な し に 舌 根 を 後 方 に 動 か せ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ８ の A、 B、 C、 Dは 本 装 置 の 代 替 え 実 施 形 態 で あ る 。 風 船 や い ず れ か の 油 圧 機 構 を 使 用
し な い 装 置 の 多 数 の 代 替 え 実 施 形 態 で あ る 。 一 実 施 形 態 の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ９ の A、 B、 C、 Dは 舌 内 で の 本 装 置 の 代 替 え 位 置 を 示 す 。 本 装 置 は 舌 内 部 で 代 替 え 位 置
に 配 置 し 組 織 変 形 を 防 ぐ 目 的 を 達 成 で き る 。
開 創 器 を 舌 弯 曲 部 に 配 置 し 、 ア ン カ ー を 舌 端 と 同 じ 側 に 配 置 す る 。
舌 小 帯 の い ず れ か の 側 の 二 つ の “ ア ン カ ー ” 末 端 。 シ ャ フ ト は 曲 が り や す く 舌 弯 曲 部 に ル
ー プ を 形 成 す る 。 本 実 施 形 態 で は シ ャ フ ト は イ ン プ ラ ン ト し た 開 創 器 に よ り 機 能 す る 。
舌 内 に イ ン プ ラ ン ト し た 装 置 の 全 体 。
首 の 外 で の 装 置 の ア ン カ ー 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 他 の 軟 組 織 臓 器 で の 代 替 え 実 施 形 態 を 示 す 。
PR、 咽 頭 壁 の 開 創 器
SR、 軟 口 蓋 の 開 創 器
LR、 喉 頭 軟 組 織 の 開 創 器
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ １ は 導 管 と し て の 代 替 え 実 施 形 態 で あ る 。 図 １ １ の A、 B、 C、 Dは 本 装 置 全 体 の イ ン
プ ラ ン ト 実 施 形 態 を 示 す 。 一 代 替 え 実 施 形 態 で は 装 置 全 体 を イ ン プ ラ ン ト す る 。 イ ン プ ラ
ン ト し た 装 置 は 粘 膜 表 面 で 用 い た も の と は 異 な る よ う に 相 互 作 用 す る ア ン カ ー 部 位 材 か 開
創 器 部 材 を も つ こ と が で き る 。 こ の 例 で は 本 装 置 の 開 創 器 と ア ン カ ー 両 者 は 矢 の 形 を 有 し
、 矢 が フ ッ ク と し て 働 く 。 シ ャ フ ト は 長 さ ２ ｃ ｍ で 容 易 に 伸 び る 。 本 装 置 全 体 を 好 ま し く
は 単 一 の 連 続 的 に 曲 が り や す い 構 造 に 作 る 。 本 装 置 を 針 穴 に 挿 入 す る （ Bは 針 の 側 面 図 で
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あ り 、 Cは 針 に 挿 入 し た 装 置 で あ る ） 。 次 い で 針 を 組 織 内 で 適 切 な 深 さ に 挿 入 し 、 引 き 抜
く 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ２ は 導 管 と し て の 本 装 置 の 代 替 え 実 施 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ３ の Aお よ び Bは 、 胃 チ ュ ー ブ と 肺 チ ュ ー ブ 用 導 管 の 実 施 形 態
GT、 胃 チ ュ ー ブ
PT、 肺 チ ュ ー ブ
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ４ は 舌 弯 曲 部 の 引 っ 込 み を 示 す 。 イ ヌ の 口 腔 を 示 し 、 写 真 の 下 部 に 舌 を 上 部 に 口 蓋
を 示 す 。 矢 印 は 気 道 方 向 を 向 い て い る 。
弛 緩 し た 舌 は 気 道 を 閉 塞 す る 。 開 創 器 の 試 作 品 を イ ヌ の 舌 弯 曲 部 相 当 部 に 挿 入 し 、 そ の 端
だ け が 見 え る ｛ ｒ 印 ｝ 。 開 創 器 の 頭 部 に 対 し て 最 小 反 力 で 気 道 管 腔 を 回 復 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ５ は 、 圧 潰 可 能 な 導 管 の 代 替 え 実 施 形 態 を 示 す 。
挿 入 後 屈 曲 性 壁 を も つ 装 置 は 圧 潰 す る （ cc） 。 本 装 置 は 舌 に 通 じ る 導 管 を 維 持 す る 。 再 度
シ ー ル 可 能 な キ ャ ッ プ を 開 い て 導 管 に 医 療 器 具 を 通 す こ と が で き る （ rc） 。
導 管 を 通 る 換 気 チ ュ ー ブ の 例 。 気 道 バ ル ー ン （ ab） を 膨 張 し て 患 者 が 加 圧 空 気 （ pa） で 換
気 で き る よ う に シ ー ル を 形 成 で き る 。
導 管 を 通 る 吸 引 チ ュ ー ブ （ st） の 例 。 真 空 源 （ ｖ ） に よ り 咽 頭 か ら の 分 泌 物 を 吸 引 す る 。
内 視 鏡 手 術 器 具 を 咽 頭 や そ の 周 辺 構 造 体 へ の 通 路 と な る よ う に 配 置 し た 手 術 用 導 管 （ sc）
の 例 。
cc、 圧 潰 可 能 な 導 管 （ cc）
rc、 再 度 シ ー ル 可 能 な キ ャ ッ プ
ab、 気 道 バ ル ー ン
pa、 加 圧 空 気
ｖ 、 真 空 源
st、 吸 引 チ ュ ー ブ
sc、 手 術 用 導 管
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ［ 定 義 ］
“ 舌 弯 曲 部 ” は 舌 上 面 が 水 平 方 向 （ 舌 体 と 舌 端 ） か ら 垂 直 方 向 （ 舌 根 ） に 湾 曲 し た 舌 部 位
を 意 味 す る 。 好 ま し く は 舌 弯 曲 部 は 舌 の 粘 膜 被 覆 部 と お と が い 舌 筋 が 繋 が る 結 合 組 織 境 界
間 部 位 の 軟 組 織 を 意 味 す る 。
“ 舌 端 ” は 舌 小 帯 前 方 の 舌 部 位 を 意 味 す る 。 そ の 上 面 、 側 面 及 び 下 面 は 粘 膜 で 覆 わ れ る 。
“ 舌 体 ” は 舌 端 と 舌 根 の 間 に あ る 舌 の 中 間 部 位 で あ る 。
“ 舌 根 ” は 舌 弯 曲 部 後 方 の 舌 部 位 を 意 味 す る 。 解 剖 学 的 用 語 で は 舌 根 の 境 界 線 は 有 郭 乳 頭
で あ り 、 舌 上 面 の 隆 起 し た 味 覚 臓 器 の 肉 眼 で 見 え る 線 で あ る 。
“ 導 管 ” は シ ャ フ ト が 中 空 で 、 一 旦 イ ン プ ラ ン ト す る と 本 装 置 両 端 の 空 域 の 間 で 連 続 で あ
る 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 意 味 す る 。 好 ま し く は こ の 空 域 は 開 創 器 末 端 の 咽 頭 と ア ン カ ー 末
端 の 口 腔 で あ る 。
“ 圧 潰 可 能 な 導 管 ” は 本 装 置 の 大 部 分 の 部 品 が 、 最 も 好 ま し く は シ ャ フ ト が 挿 入 後 周 辺 組
織 の 圧 力 で 圧 潰 す る 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 意 味 す る 。 こ の 好 ま し い 導 管 は 他 の 器 具 を 好 ま
し く は 吸 引 チ ュ ー ブ 、 栄 養 チ ュ ー ブ 、 通 気 チ ュ ー ブ や 内 視 鏡 手 術 器 具 を 通 す ガ イ ド と し て
働 く 。
“ 舌 小 帯 ” は お と が い 舌 筋 の 垂 直 前 縁 を 意 味 す る 。 お と が い 舌 筋 は 口 腔 底 か ら 舌 下 面 の 中
心 線 ま で 通 る 。 舌 小 帯 は 舌 端 と 舌 体 間 の 境 界 を 印 す 。
“ 舌 境 界 ” や “ 境 界 ” は 舌 体 と 舌 根 の 下 部 表 面 で あ る 。 お と が い 舌 筋 が 大 部 分 の 境 界 に 挿
入 さ れ る 。
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“ 変 形 ” は 上 気 道 の 軟 組 織 構 造 体 形 状 が 異 常 な 変 化 す る こ と を 意 味 す る 。 こ の 変 形 は 好 ま
し く は 睡 眠 中 に 弛 緩 し た 上 気 道 構 造 体 へ の 陰 圧 に よ り 起 こ り 、 上 気 道 を 狭 小 化 さ せ る 。 最
も 好 ま し く は こ の 軟 組 織 は 舌 弯 曲 部 で あ る 。
“ 逆 変 形 ” は 組 織 開 創 器 に よ り 起 こ る 軟 組 織 形 状 の 変 化 を 意 味 す る 。 あ る 実 施 形 態 で は 逆
変 形 は 変 形 し た 構 造 を 正 常 な 形 状 に 回 復 す る こ と を 意 味 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 逆 変 形 は
組 織 開 創 器 の 働 き に よ る 軟 組 織 の 所 定 部 位 で の 圧 入 を 意 味 す る 。
“ 組 織 開 創 器 ” は 軟 組 織 の 変 形 を 防 止 す る 本 発 明 の 装 置 一 式 を 意 味 す る 。 本 装 置 は 制 限 な
し に 舌 、 軟 組 織 又 は 咽 頭 壁 で 使 用 で き る 。
“ 舌 開 創 器 ” は 舌 の 変 形 を 防 止 す る 本 発 明 の 装 置 一 式 を 意 味 す る 。 こ の も の は 好 ま し く は
シ ャ フ ト と 連 結 し 、 次 い で ア ン カ ー と 連 結 し た 開 創 器 か ら な る 。
“ 口 蓋 開 創 器 ” は 軟 口 蓋 の 変 形 を 防 止 す る 本 発 明 の 装 置 一 式 を 意 味 す る 。
“ 咽 頭 壁 開 創 器 ” は 咽 頭 壁 の 変 形 を 防 止 す る 本 発 明 の 装 置 一 式 を 意 味 す る 。
“ 喉 頭 開 創 器 ” は 喉 頭 軟 組 織 の 変 形 を 防 止 す る 本 発 明 の 装 置 一 式 を 意 味 す る 。
“ 開 創 器 ” や “ 開 創 器 頭 部 ” や “ 開 創 器 部 材 ” は 組 織 開 創 器 全 体 の 一 部 を 意 味 す る 。 開 創
器 は 直 接 又 は 間 接 的 に 軟 組 織 と 相 互 作 用 し て 変 形 す る の を 防 ぐ 。 あ る 実 施 形 態 で は 開 創 器
頭 部 は 舌 外 面 に 位 置 す る 円 板 で あ り 、 他 の 実 施 形 態 で は 開 創 器 頭 部 は 膨 張 可 能 な 風 船 で あ
り 、 他 の 実 施 形 態 で は 開 創 器 頭 部 は フ ッ ク の よ う に 働 く 湾 曲 部 品 で あ り 、 他 の 実 施 形 態 で
は 開 創 器 頭 部 は 組 織 を 通 る 屈 曲 性 ワ イ ヤ ー で あ る 。 あ る 実 施 形 態 で は 組 織 内 に 全 部 が イ ン
プ ラ ン ト さ れ て い る 。
“ 開 創 器 シ ャ フ ト ” や “ シ ャ フ ト ” や “ 開 創 器 部 材 ” は 開 創 器 頭 部 に 取 り 付 け 、 開 創 器 ア
ン カ ー に 連 結 す る 働 き を す る 舌 開 創 器 の 一 部 を 意 味 す る 。 あ る 実 施 形 態 で は 開 創 器 シ ャ フ
ト は 硬 く て も 曲 が り や す く て も 、 非 中 空 で も 中 空 で も 、 一 体 型 で も 複 数 連 結 型 の 品 で も 良
い 。
“ 開 創 器 ア ン カ ー ” 、 “ ア ン カ ー ” や “ ア ン カ ー 部 材 ” は 組 織 と 物 理 的 に 相 互 作 用 し 、 開
創 器 に 反 力 を 与 え る 装 置 の 部 品 を 意 味 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ［ 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
好 ま し い 実 施 形 態 で は 本 装 置 は 開 創 器 部 材 と ア ン カ ー 部 材 と し て 膨 張 可 能 な 風 船 を も つ 屈
曲 性 の 細 い 中 空 シ ャ フ ト か ら な る （ 図 ５ A） 。 こ の よ う な 装 置 の 材 料 と 製 作 は 血 管 形 成 カ
テ ー テ ル 、 気 管 切 開 チ ュ ー ブ 、 空 腸 瘻 造 設 チ ュ ー ブ や 体 組 織 内 に 一 時 的 か 永 久 的 に イ ン プ
ラ ン ト す る 生 体 整 合 性 の 他 医 療 器 具 で 例 示 さ れ て い る よ う に 技 術 的 に よ く 知 ら れ て い る 。
本 技 術 の 代 表 例 と し て は シ ャ イ リ ー （ Shiley） の 米 国 特 許 ３ ６ ５ ９ ６ １ ２ に 内 部 末 端 で 詰
め 替 え 可 能 な 風 船 を 気 管 に 設 置 し た カ ニ ュ ー レ が 記 載 さ れ て い る 。 パ テ ル （ Patel） の 米
国 特 許 ４ ３ ３ ５ ７ ２ ３ に は 風 船 カ テ ー テ ル 用 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 材 の 使 用 が 記 載 さ れ
て い る 。 チ ェ ン （ Chen） の 米 国 特 許 ６ ０ １ ３ ７ ２ ８ に は 血 管 カ テ ー テ ル と 拡 張 風 船 の 構 築
に 用 い る 生 体 整 合 性 ポ リ マ ー が 記 載 さ れ 、 ベ リ ッ ト （ Peritos） の 米 国 特 許 ４ ２ ５ ４ ７ ７
４ で は 外 径 が １ mm以 下 の カ テ ー テ ル と 厚 み が ０ ． ０ ０ ２ イ ン チ 以 下 の 壁 の 外 付 け 風 船 の 製
作 を 教 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 好 ま し く は 開 創 器 は 膨 張 時 に 直 径 が ０ ． ５ ｃ ｍ の 球 状 風 船 で あ る 。 風 船 に 作 用 す る 力 は
風 船 の 中 心 を 通 る 外 径 ２ mmの 長 さ ５ ｃ ｍ の シ ャ フ ト に 由 来 す る 。 開 創 器 風 船 を 二 個 所 で シ
ャ フ ト に 取 り 付 け 、 シ ャ フ ト は 風 船 内 に シ ャ フ ト 先 端 が 入 る 。 こ の 取 り 付 け は 気 密 で し っ
か り と 風 船 を シ ャ フ ト に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 舌 か ら の シ ャ フ ト 出 口 に ア ン カ ー と し て 働 く よ う に 取 り 付 け た 第 二 の 風 船 が あ る 。 ア ン
カ ー 風 船 は 長 さ １ ｃ ｍ で 組 織 に 埋 め 込 ん だ 細 い 末 端 で 先 細 り で 広 い 末 端 は 組 織 の 外 に あ る
。 先 細 部 分 は ア ン カ ー が 舌 に 引 き 込 ま れ る の を 防 ぐ く さ び で あ る （ 図 ７ ） 。 患 者 が 呑 み 込
む と 、 舌 弯 曲 部 は 立 ち 上 が り 、 ア ン カ ー 風 船 は 舌 に 引 き 込 ま れ る 。 嚥 下 後 ア ン カ ー 風 船 は
穏 や か に 本 装 置 を 正 常 位 置 に 戻 す 。 ア ン カ ー 風 船 に よ り 与 え ら れ る 抵 抗 量 と 反 力 量 は そ の
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膨 張 度 と 直 接 関 係 す る 。 風 船 中 の 空 気 体 積 が 大 な ほ ど 、 舌 に 引 き 込 ま れ る 風 船 の 抵 抗 は 大
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 風 船 に 与 え た 力 に よ り 舌 弯 曲 部 の 組 織 に 圧 入 し 、 陰 圧 下 で 気 道 内 の 変 形 圧 潰 を 防 ぐ 。 こ
の 力 を シ ャ フ ト に よ り 風 船 に 伝 え る 。 こ の シ ャ フ ト は 舌 中 央 を 通 り 、 舌 小 帯 が 舌 端 と 連 結
す る 点 の 下 部 表 面 か ら 外 に 出 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 シ ャ フ ト は 内 径 １ mmの 中 空 で 、 挿 入 用 の 外 套 針 上 に 取 り 付 け る こ と が で き る （ 図 ５ ） 。
風 船 が 収 縮 す る と 、 シ ャ フ ト 表 面 が 滑 ら か に な る よ う に シ ャ フ ト は 平 ら に な る 。 収 縮 状 態
で 本 装 置 は 舌 に 容 易 に 挿 入 し た り 取 り 外 し た り で き る 。 例 え ば 朝 に は 風 船 を 収 縮 し て 装 置
全 体 を 舌 か ら 滑 り 出 す こ と が で き る 。 先 細 り の ア ン カ ー 風 船 の 存 在 に よ り 舌 の 出 口 で 舌 組
織 を や や 広 げ る こ と が で き る 。 一 週 間 後 本 装 置 を 一 日 間 取 り 外 し て も こ の 組 織 の 広 が り は
保 た れ 、 本 装 置 を 組 織 導 管 に 容 易 に 導 く 働 き を す る 。 開 創 器 先 端 が 舌 を 通 り 舌 根 か ら 外 に
出 る と 、 風 船 は 患 者 に 取 っ て 有 効 で 且 つ 快 適 な 適 切 な 大 き さ に 膨 張 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 風 船 は 独 立 に 膨 張 で き る が 、 よ り 好 ま し く は シ ャ フ ト 側 に 沿 っ て 走 る 細 い チ ュ ー ブ に よ
り 連 結 す る （ 図 ６ ） 。 こ の よ う に し て 患 者 が 容 易 に 近 づ け る ア ン カ ー 風 船 を 膨 張 し て 、 又
開 創 器 風 船 を 膨 張 す る 。 ア ン カ ー 風 船 は 針 を 挿 入 し て 空 気 か 液 体 を 加 え た り 取 り 除 い た り
で き る 再 封 入 可 能 な 小 さ な ゴ ム 隔 膜 を 有 す る 。 タ ウ シ ィ ン ス キ ー （ Tauschinski） の 米 国
特 許 ４ ３ ８ ７ ８ ７ ９ に は プ ラ ス チ ッ ク 製 カ ニ ュ ー レ と 血 管 カ テ ー テ ル を 用 い た セ ル フ シ ー
ル の 接 合 具 が 記 載 さ れ て お り 、 ブ リ ム ホ ー ル （ Brimhall） の 米 国 特 許 ５ ４ ９ ８ ２ ４ ７ に は
針 が 流 体 注 入 の た め に 穴 を 開 け た 後 に 、 再 封 入 す る ゴ ム 弾 性 の 注 入 ポ ー ト が 記 載 さ れ て い
る 。 空 気 や 流 体 を 移 送 す る 種 々 の 再 使 用 可 能 な 接 合 部 分 が 技 術 的 に 知 ら れ て お り 置 換 で き
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 発 明 の 方 法 で の 限 定 さ れ な い 例 を 記 述 す る 。 ６ ０ 才 の 男 性 が 夜 中 に 窒 息 感 で 目 覚 め 、
起 床 時 に 頭 痛 が あ り 、 日 中 眠 た く 、 集 中 が 困 難 で い ら い ら し 酸 の 逆 流 を 訴 え た 。 健 康 診 断
に よ り 中 程 度 の 肥 満 、 細 長 く 伸 び た 軟 口 蓋 と 肥 大 し た 舌 根 が 見 ら れ た 。 内 視 鏡 に よ り そ の
咽 頭 粘 膜 に 広 い 穏 や か な 腫 れ と 赤 み が 見 ら れ た 。 口 蓋 帆 咽 頭 部 位 は 著 し く 狭 く 、 患 者 が 無
理 に 吸 気 し よ う と す る と 圧 潰 し た 。 患 者 の 睡 眠 調 査 を 行 い 、 無 呼 吸 ／ 呼 吸 低 下 イ ン デ ッ ク
ス ３ ０ で 酸 素 飽 和 度 低 下 の 発 症 を 伴 う 閉 塞 睡 眠 無 呼 吸 を 示 し た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 患 者 の 医 師 と 治 療 法 の 選 択 を 検 討 し た 後 に 、 患 者 は Ｃ Ｐ Ａ Ｐ を 試 み る こ と を 選 ん だ 。 次
い で 患 者 は Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 試 験 と 圧 力 滴 定 に 関 す る 二 回 目 の 一 泊 検 査 を 行 っ た 。 患 者 は 水 柱 １ ４
ｃ ｍ の Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 圧 で 最 適 の 反 応 を 示 す こ と が わ か っ た 。 患 者 は Ｃ Ｐ Ａ Ｐ の 機 械 を 得 、 そ の
使 用 法 を 指 導 し た 。 患 者 は 本 装 置 が 不 快 で あ る こ と が わ か り 、 閉 所 恐 怖 症 感 と 、 夜 中 マ ス
ク を 顔 面 に 気 密 シ ー ル で 保 つ の は 難 し い と 訴 え た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 患 者 は 舌 開 創 器 を 挿 入 す る こ と を 要 求 し た 。 外 来 外 科 セ ン タ ー で 穏 和 な 鎮 静 下 に 心 電 図
と 酸 素 飽 和 を 継 続 的 に 監 視 し な が ら を 処 置 し た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 表 面 麻 酔 を 与 え る た め に 少 量 の １ ％ リ ド カ イ ン を 患 者 の 舌 の 下 部 表 面 に ス プ レ ー し た 。
３ ０ ゲ ー ジ の 針 付 き の １ cc注 射 器 を 用 い て 、 目 的 の 挿 入 路 に 適 切 な 局 所 麻 酔 薬 、 好 ま し く
は エ ピ ネ フ リ ン を １ ： １ ０ ０ ０ ０ ０ 比 と と も に １ ％ リ ド カ イ ン を 注 射 し た 。 針 を 舌 の 下 部
表 面 か ら 舌 根 に 通 し 、 麻 酔 薬 を 注 射 し た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 麻 酔 作 用 が 始 ま る た め に １ ０ 分 間 待 ち 、 医 師 は ４ ｘ ４ の 綿 で 舌 端 を 穏 や か に つ か み 、 舌
下 部 表 面 が 露 出 す る よ う に 持 ち 上 げ た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 装 置 を 最 初 に 挿 入 す る た め に 本 装 置 を 外 径 １ mmで ５ ． ２ ５ ｃ ｍ の 外 套 針 に 取 り 付 け た
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。 外 套 針 を 本 装 置 の 中 空 孔 内 に 置 い た 後 、 本 装 置 か ら ０ ． ２ ５ ｃ ｍ 突 き 出 た 先 細 り 先 端 以
外 は 本 装 置 が 外 套 針 長 さ の 全 部 を 覆 っ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 最 初 の 挿 入 点 は 舌 小 帯 と 舌 端 と の 連 結 部 で あ る 。 針 先 端 を 舌 端 に 挿 入 し 、 舌 弯 曲 部 に 向
い て い る 。 本 装 置 を そ の 先 端 が 舌 根 か ら 出 て く る の が 見 え る ま で 前 進 す る 。 針 を 更 に 開 創
器 風 船 が 見 え る ま で 押 し 込 み 、 次 い で ア ン カ ー を 握 っ て 本 装 置 の 位 置 を 保 ち な が ら 針 を 外
し た 。 一 旦 針 を 取 り 外 す と 、 再 封 入 可 能 な 注 入 ポ ー ト か ら 空 気 ２ ccを 注 入 し て 、 風 船 を 膨
ら ま す 。 患 者 を ２ 時 間 観 察 し て 顕 著 な 膨 潤 が 起 こ ら な い こ と を 確 か め た の 後 、 ３ 日 分 の 弱
い 鎮 痛 剤 と 抗 生 物 質 を 与 え て 帰 宅 さ せ た 。 患 者 は 本 装 置 が よ り 快 適 で あ る よ う に 、 毎 朝 本
装 置 か ら 空 気 １ ccを 除 去 し 風 船 の 大 き さ を 小 さ く し た 。 夕 方 に は 患 者 は 空 気 １ ccを 本 装 置
に 再 度 注 入 し た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 １ 週 間 後 患 者 は 結 果 検 討 の た め 医 師 の 所 に 戻 り 、 夜 中 目 覚 め る こ と な し に 良 く 睡 眠 で き
、 毎 朝 頭 痛 な し に 良 い 休 息 感 が あ る と 報 告 し た 。 患 者 の 妻 は い び き に 全 く 気 づ か な か っ た
と 患 者 に 云 っ た 。 患 者 は 又 酸 の 逆 流 症 状 が 減 っ た こ と に 気 づ い た 。 医 師 は 風 船 を 収 縮 し 本
装 置 を 取 り 外 し た 。 医 師 は 感 染 や 腐 食 の 徴 候 に 関 し て 舌 の ト ラ ク ト 開 口 部 を 調 べ た 。 次 い
で 医 師 は 患 者 に 本 装 置 の 取 り 外 し 法 と 置 換 法 を 指 導 し た 。 そ れ 以 来 患 者 は 毎 朝 風 船 を 完 全
に 収 縮 し 、 ア ン カ ー を 引 っ 張 っ て 本 装 置 を 引 っ 張 り 出 し た 。 夕 方 に は 患 者 は 開 創 器 末 端 を
舌 下 の ト ラ ク ト 開 口 部 に 通 し 、 次 い で 空 気 ２ ccを 再 度 注 入 し た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の 実 施 例 は 好 ま し い 実 施 形 態 を 明 ら か に し て い る が 限 定 は し な い 。 限 定 さ れ な い 代 替
え 実 施 形 態 と し て は １ 乃 至 １ ０ 個 の 風 船 や シ ャ フ ト 長 さ に 伸 び た 単 一 風 船 を 含 む 装 置 が あ
る 。 シ ャ フ ト 自 身 は 非 中 空 か 中 空 の 円 筒 状 風 船 か ら な っ て も 良 い 。 技 術 の 熟 者 は 不 必 要 な
実 験 を す る こ と な し に 本 装 置 の 方 法 を 実 施 で き る 。 装 置 自 身 は 種 々 の 材 料 を 用 い て 変 更 で
き 、 そ の 構 成 要 素 の 形 状 と 性 質 は 技 術 の 熟 知 者 に よ り 色 々 な 方 法 で 容 易 に 変 更 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ［ 代 替 え 実 施 形 態 （ 図 ８ ） ］
舌 で 用 い る 本 発 明 の 他 実 施 形 態 で は 舌 開 創 器 は 開 創 器 シ ャ フ ト が 一 表 面 の 中 心 で 連 結 し た
小 さ な 屈 曲 性 円 板 か ら な る 。 こ の シ ャ フ ト は ア ン カ ー を 取 り 付 け る 終 末 端 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 円 板 は 好 ま し く は 舌 の 中 心 線 方 向 に １ ｃ ｍ の 長 軸 と 、 中 心 線 に 垂 直 方 向 に ５ mmの 短 軸 を
も つ 楕 円 形 で あ る 。 好 ま し く は 支 持 円 板 の 下 部 表 面 は 厚 さ が 外 側 縁 か ら 中 心 線 に 向 か っ て
薄 く な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 支 持 円 板 は 舌 表 面 に 対 し て 平 ら で 、 こ の 部 位 の 変 形 を 防 ぐ よ う に わ ず か な 量 の 力 を か け
る 。 よ り 大 き な 反 力 は 舌 弯 曲 部 の 圧 入 か 逆 変 形 を 起 こ す （ 図 ８ Ｄ ） 。 こ の 逆 変 形 に よ り た
と え 舌 が 咽 頭 や 軟 口 蓋 に 対 し て 圧 潰 し て も 、 完 全 な 閉 塞 は 起 こ ら な い よ う に 導 管 を 開 い た
ま ま に す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 好 ま し く は 円 板 は 組 織 損 傷 を 起 こ さ ず に 圧 力 が 舌 粘 膜 に か か る よ う に 、 柔 軟 で 曲 が り や
す い 生 体 適 合 性 材 か ら な る 。 イ ン プ ラ ン ト が 組 織 損 傷 を 起 こ さ な い 圧 力 量 は 主 と し て 血 流
が 受 け 入 れ ら れ る 圧 力 に 関 係 す る 。 舌 弯 曲 部 を 保 持 す る 目 的 に は 、 逆 圧 は 好 ま し く は ０ ．
０ １ 乃 至 １ ０ ０ ０ ｇ ／ cm 2 、 よ り 好 ま し く は ０ ． １ 乃 至 １ ０ ０ ｇ ／ cm 2 、 最 も 好 ま し く は １
乃 至 １ ０ ｇ ／ cm 2 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 シ ャ フ ト は 舌 体 を 通 り そ の 下 部 表 面 か ら 外 に 出 る 。 好 ま し く は シ ャ フ ト は 非 中 空 で 曲 が
り や す く 、 剪 断 歪 み で 変 形 で き る 。 こ れ に よ り 舌 の 動 き が そ の 長 さ に 沿 っ て 相 対 位 置 を 内
部 的 に 変 化 を 起 こ す と シ ャ フ ト が 曲 が る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
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　 好 ま し く は シ ャ フ ト は 伸 び る こ と が で き る 。 よ り 好 ま し く は シ ャ フ ト は 会 話 や 嚥 下 時 の
舌 根 の 強 制 的 な 動 き に 際 し 非 常 に 素 直 に 容 易 に 伸 張 で き 、 し か も 睡 眠 中 は 弛 緩 し た 舌 弯 曲
部 の 変 形 を 防 ぐ に 十 分 な 強 度 を 保 持 す る 。 嚥 下 時 の 舌 に よ る 作 用 力 は 約 １ ０ ０ ｇ ／ cm 2 と
測 定 さ れ た （ プ ロ フ ィ ッ ト 、 ダ ブ リ ュ ア ー ル （ Proffit, W.R.） 、 筋 肉 圧 と 歯 の 位 置 ： 最
近 研 究 の 概 説 （ Muscle pressures and tooth position: a review of current research
） 、 オ ー ス ト リ ラ ア ン オ ル ソ ド ン テ ィ ッ ク ジ ャ ー ナ ル (Aust. Orthod, J.)、 １ ９ ７ ３ 年 、
３ 巻 、 １ ０ ４ － １ ０ ８ 頁 ） 。 好 ま し く は 伸 び に 対 す る 抵 抗 は シ ャ フ ト の 固 有 特 性 に よ り 調
節 で き る 。 制 限 の な い 例 で は バ ネ の 存 在 や ゴ ム 弾 性 材 料 の 使 用 で あ る 。 他 実 施 形 態 で は 張
力 と 動 き の 調 整 は ア ン カ ー に よ り 与 え る 。 制 限 の な い 例 で は 好 ま し い 実 施 形 態 で の ア ン カ
ー 風 船 で 記 載 し た の と 同 様 の く さ び 型 で あ る 。 好 ま し く は シ ャ フ ト の 長 さ は １ 乃 至 ２ ０ ｃ
ｍ 、 よ り 好 ま し く は １ 乃 至 １ ０ ｃ ｍ 、 最 も 好 ま し く は ５ ｃ ｍ で あ る 。 シ ャ フ ト の 直 径 は ０
． １ mm乃 至 ５ ｃ ｍ で 、 直 径 １ mmで そ の 大 部 分 の 長 さ で 断 面 が 円 形 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 好 ま し く は シ ャ フ ト の 近 位 端 は ア ン カ ー を 有 し 、 脱 着 可 能 で あ る 。 取 り 付 け 機 構 は ね じ
、 ク リ ッ プ 、 歯 止 め 、 磁 石 や 技 術 的 に 既 知 の 他 機 構 に よ る 。 こ の よ う に し て ア ン カ ー は い
ず れ か の ア ン カ ー か ら 容 易 に 脱 着 で き る 。 脱 着 す る と 開 創 器 頭 部 と シ ャ フ ト は 好 ま し く は
舌 内 部 の 位 置 に と ど ま る 。 好 ま し く は 図 １ １ Ａ に 図 示 す る よ う に シ ャ フ ト の ア ン カ ー 末 端
に 小 さ な フ ラ ン ジ が あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 も し 必 要 な ら 本 装 置 は 日 中 に そ の 全 体 を 取 り 外 す こ と が で き る 。 あ る 期 間 後 体 組 織 を 通
る 導 管 が 古 く な る と 、 即 ち 外 部 物 体 を 一 時 的 に 取 り 外 し た と き に 直 ち に 閉 ま ら な い 。 そ れ
故 本 装 置 を 朝 に 支 持 円 板 を 引 っ 張 っ て 取 り 外 し 、 舌 組 織 に 通 じ る 圧 潰 し た ト ラ ク ト だ け を
残 す こ と が で き る 。 次 の 夜 遠 心 端 を 再 度 こ の ト ラ ク ト を 通 じ て そ の 位 置 に 通 し 、 ア ン カ ー
に 固 定 す る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ［ 軟 組 織 位 置 に 関 す る 代 替 え 実 施 形 態 ］
舌 が Ｏ Ｓ Ａ Ｓ の 主 原 因 で あ る が 、 他 の 軟 組 織 構 造 体 も 又 寄 与 す る 。 本 発 明 の 代 替 え 実 施 形
態 を 用 い て こ れ ら 臓 器 の 弛 緩 し た 軟 組 織 の 変 形 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 a） 装 置 の 軟 口 蓋 へ の 設 置
細 長 く 伸 び る か 肥 厚 な 軟 組 織 は し ば し ば Ｏ Ｓ Ａ Ｓ や い び き に 寄 与 す る 。 本 発 明 の 一 実 施 形
態 で は Ｏ Ｓ Ａ Ｓ や い び き を 治 療 す る た め に 軟 口 蓋 組 織 を 閉 塞 部 位 か ら 可 逆 的 に 引 っ 込 め る
。 本 発 明 の 別 の 目 的 は い び き を 防 ぐ た め に 振 動 を 抑 制 す る よ う に 軟 口 蓋 を 硬 化 す る こ と で
あ る 。 軟 口 蓋 で の 本 装 置 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 開 創 器 が 軟 口 蓋 の 自 由 端 の 外 部 表 面 に
あ り 、 シ ャ フ ト が 前 方 に 向 か っ て 軟 口 蓋 内 で 硬 口 蓋 近 く の 軟 口 蓋 外 部 表 面 上 の ア ン カ ー に
通 じ る （ 図 １ ０ ， Ｓ Ｒ ） 。 技 術 の 熟 知 者 は 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る 多 く の 実 施 形 態 を 理 解
で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ｂ ） 装 置 の 咽 頭 壁 へ の 設 置
あ る 場 合 に は 咽 頭 壁 の 過 剰 な 軟 組 織 が 気 道 の 狭 小 化 に 寄 与 す る 。 本 装 置 を 咽 頭 壁 に 挿 入 し
て 、 過 剰 軟 組 織 を 閉 塞 部 位 か ら 引 っ 込 め る こ と が で き る （ 図 １ ０ ， Ｓ Ｒ ） 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ｃ ） 装 置 の 喉 頭 軟 組 織 へ の 設 置
あ る 場 合 に は 喉 頭 が Ｏ Ｓ Ａ Ｓ に 寄 与 す る 。 喉 頭 蓋 は 後 咽 頭 壁 に 対 し て 動 揺 す る か 静 止 で き
る か 、 喉 頭 蓋 、 披 裂 喉 頭 蓋 ひ だ や 喉 頭 蓋 谷 に 連 結 し た 軟 組 織 が 膨 潤 す る こ と が で き る 。 こ
れ ら の 構 造 体 の 内 側 に は 密 な 知 覚 神 経 支 配 が あ り 、 開 創 器 部 材 に は 好 ま し い 場 所 で は な い
。 最 も 好 ま し い の は 喉 頭 蓋 谷 で 喉 頭 蓋 と 舌 根 の 間 で あ る 。 こ の 位 置 で の 収 縮 は 喉 頭 蓋 を 持
ち 上 げ 、 喉 頭 の 軟 組 織 を 硬 化 す る 。
【 実 施 例 ４ 】

10

20

30

40

50

(16) JP 2007-525277 A 2007.9.6



【 ０ ０ ９ １ 】
　 ［ 軟 組 織 内 に イ ン プ ラ ン ト す る 代 替 え 実 施 形 態 ］
完 全 に 上 気 道 臓 器 を 通 過 す る 本 装 置 に は 利 点 が あ る 。 制 限 な し で こ の 利 点 と し て は 開 創 器
や ア ン カ ー 構 成 材 に 容 易 に 近 づ け る こ と や 本 装 置 が 容 易 な 脱 着 で き る こ と で あ る 。 し か し
こ れ は 不 可 欠 で は な い 。 本 装 置 は 又 組 織 内 に 完 全 に イ ン プ ラ ン ト で き る 。 理 論 に 束 縛 さ れ
た く は な い が 、 本 発 明 の 重 要 な 働 き は 睡 眠 時 に 弛 緩 し た 構 造 体 の 軟 組 織 を 他 構 造 体 に 機 械
的 に 連 結 で き る こ と で あ る 。 好 ま し く は 第 二 の 構 造 体 は 睡 眠 中 に 活 動 的 な ま ま の 外 筋 （ お
と が い 舌 筋 、 お と が い 舌 骨 筋 、 二 腹 筋 ） で あ り 、 そ の 結 果 盛 ん に 収 縮 す る 。 首 内 部 の 他 の
筋 （ 胸 骨 舌 骨 筋 、 胸 骨 甲 状 筋 、 甲 状 舌 骨 筋 ） や 胸 内 部 の 他 の 筋 （ 横 隔 膜 、 肋 間 筋 ） も 又 使
用 で き る が 、 こ れ ら は 長 い シ ャ フ ト が 必 要 に な る 。 一 実 施 形 態 で は 舌 の お と が い 舌 筋 に 埋
め 込 ん だ ア ン カ ー に シ ャ フ ト で 連 結 し た 舌 弯 曲 部 の 軟 組 織 に イ ン プ ラ ン ト し た 開 創 器 で あ
る （ 図 ９ Ｃ ） 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 外 部 開 創 器 と ア ン カ ー が 粘 膜 と そ の 下 の 軟 組 織 を 引 っ 張 る 。 こ の 好 ま し い 機 械 的 相 互 作
用 に よ り 組 織 に 圧 迫 壊 死 を 起 こ さ な い よ う に 力 を 表 面 界 面 に 沿 っ て 分 配 す る 。 そ の 一 方 イ
ン プ ラ ン ト し た 実 施 形 態 で は 追 加 的 に 組 織 と 機 械 的 に 相 互 作 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ １ は 開 創 器 と ア ン カ ー 両 者 の 構 成 材 と し て フ ッ ク 要 素 を も つ イ ン プ ラ ン ト 可 能 な 装
置 の 例 証 で あ る （ 図 １ １ A） 。 開 創 器 末 端 の フ ッ ク を 先 端 近 く の 針 穴 か ら 横 方 向 に 伸 び る
よ う に 本 装 置 を 配 置 し て 、 中 空 穴 の 針 （ 図 １ １ B） を 用 い て イ ン プ ラ ン ト す る 装 置 を 挿 入
で き る （ 図 １ １ C） 。 挿 入 部 位 で 粘 膜 に 穴 を 開 け 、 針 先 を 好 ま し い 深 さ ま で 通 し て 挿 入 で
き る 。 次 い で 針 を 引 き 出 す と 、 開 創 器 の フ ッ ク が 組 織 を つ か み 、 針 を 引 き 出 し た と き に 針
か ら 本 装 置 を 引 き 出 す 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 １ １ Dに 舌 内 部 で の 好 ま し い 位 置 と 方 向 を 示 す 。 開 創 器 の フ ッ ク が 直 接 か 間 接 的 に 舌
弯 曲 部 を 退 縮 す る よ う に 舌 内 部 で 軟 組 織 と 整 合 す る 。 ア ン カ ー の フ ッ ク が お と が い 舌 筋 と
整 合 す る 。 睡 眠 中 お と が い 舌 筋 が 収 縮 し て 舌 弯 曲 部 を 活 発 に 退 縮 す る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
［ 更 な る 代 替 え 実 施 形 態 ］
　 開 創 器 構 成 部 品 は そ の 数 、 位 置 、 材 料 組 成 、 機 械 物 性 、 形 状 、 大 き さ 及 び 構 成 部 品 の 相
互 取 り 付 け 法 （ 永 久 か ら 取 り 外 し 可 能 ） は 変 え ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 あ る 実 施 形 態 で は 本 装 置 の 材 料 は 曲 が り や す く 、 制 限 の な い 例 と し て は シ ラ ス テ ィ ッ ク
、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） や ナ イ ロ ン が あ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 材 料 は 硬 く 、 制 限 の な い 例
と し て は ス テ ン レ ス ス チ ー ル や チ タ ン が あ る 。 あ る 実 施 形 態 で は 異 な る 構 成 部 品 は 異 な る
材 料 か ら な る 。 技 術 的 に 既 知 の 多 く の 生 体 整 合 性 材 料 が 使 用 で き る （ ラ ッ ト ナ ー 等 （ Ratn
er et al.） 、 生 体 材 料 科 学 （ Biomaterials Science） 、 ア カ デ ミ ッ ク プ レ ス （ Academic 
Press） 、 サ ン ジ エ ゴ （ San Diego） 、 １ ９ ９ ６ 年 ） 。 使 用 材 は 天 然 の 体 物 質 で あ っ て も よ
く 、 体 に イ ン プ ラ ン ト す る の に 用 い る ２ 種 の 一 般 的 タ ン パ ク 質 は コ ラ ー ゲ ン と エ ラ ス チ ン
で 、 こ れ ら 材 料 を 用 い る 技 術 例 は グ レ ゴ リ ー （ Gregory） の 米 国 特 許 ５ ９ ８ ９ ２ ４ ４ に イ
ン プ ラ ン ト 器 具 用 材 料 と し て エ ラ ス チ ン の 使 用 が 記 載 さ れ 、 ツ （ Tu） の 米 国 特 許 ５ ３ ７ ６
１ １ ０ に イ ン プ ラ ン ト 用 の コ ラ ー ゲ ン 調 整 法 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 開 創 器 、 ア ン カ ー 及 び シ ャ フ ト は 連 結 部 で 生 物 的 残 骸 や 細 菌 が 堆 積 で き る 小 さ な 隙 間 が
で き に く い よ う に 好 ま し く は 単 一 の 連 続 構 造 と し て 成 型 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 構 成 部 品
は 脱 着 可 能 で あ る 。 可 逆 的 機 械 的 脱 着 に 関 し て 多 く の 機 構 が 技 術 的 に 既 知 で あ り 、 一 つ の
制 限 の な い 例 と し て は 開 創 器 頭 部 が ボ ル ト に 対 す る ナ ッ ト の よ う に シ ャ フ ト に ね じ で 留 め
ら れ る よ う に シ ャ フ ト 端 末 と 開 創 器 頭 部 の 中 心 に ね じ 山 を 置 く こ と で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
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　 別 の 実 施 形 態 で は 開 創 器 の 形 状 と 大 き さ は 好 ま し く は そ の 部 位 の 骨 格 を 反 映 す る 。 あ る
実 施 形 態 で は 開 創 器 は 舌 の 粘 膜 表 面 、 軟 口 蓋 、 咽 頭 壁 や 声 門 上 喉 頭 に 押 し つ け る 。 こ れ ら
の 異 な る 実 施 形 態 で は 開 創 器 の 大 き さ と 形 状 は こ の も の が 設 置 さ れ る 表 面 形 状 と 一 致 す る
よ う に 変 化 で き る 。 好 ま し く は 開 創 器 は 組 織 外 傷 を 最 小 に す る た め 粘 膜 に 力 を 均 等 に 分 布
す る 。 開 創 器 頭 部 の 最 大 直 径 は ０ ． １ mm乃 至 １ ０ ｃ ｍ 、 好 ま し く は １ mm乃 至 １ ｃ ｍ 、 最 も
好 ま し く は ５ mmで あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ア ン カ ー は 睡 眠 中 に 開 創 器 に 反 力 を 与 え る 働 き を す る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は ボ ル ス タ
ー の 表 面 積 は 開 創 器 と 同 じ か や や 大 き く 、 そ の 結 果 力 を よ り 大 き な 領 域 に 分 配 す る 。 あ る
実 施 形 態 で は ア ン カ ー は ア ン カ ー と 開 創 器 間 の 張 力 を 調 整 で き る よ う に 働 く 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 代 替 え 実 施 形 態 で は シ ャ フ ト 長 さ は ０ ． １ mmか ら ２ ０ ｃ ｍ 、 好 ま し く は １ mmか ら １ ０ ｃ
ｍ 、 最 も 好 ま し く は １ 乃 至 ５ ｃ ｍ で 変 化 で き る 。 シ ャ フ ト 直 径 は ０ ． ０ １ mm乃 至 １ ０ ０ mm
、 よ り 好 ま し く は ０ ． １ mm乃 至 １ ０ mm、 最 も 好 ま し く は １ mm乃 至 ５ mmの 範 囲 で あ る 。 シ ャ
フ ト は シ ャ フ ト 末 端 か ら そ の 他 端 ま で 伸 び た 中 空 コ ア を 有 し て も 良 く 、 他 の 実 施 形 態 で は
シ ャ フ ト の 一 部 が 中 空 で あ る か 、 シ ャ フ ト が 中 空 コ ア の な い 中 身 が 詰 ま っ て い て も 良 い 。
シ ャ フ ト 直 径 は 一 端 で 最 大 直 径 で 他 端 に 向 か っ て 直 径 が 減 少 す る よ う に 先 細 り す る か 、 中
心 で 最 大 直 径 で そ れ ぞ れ の 末 端 に 狭 小 化 す る か 、 中 心 で 最 小 直 径 で そ れ ぞ れ の 末 端 に 直 径
を 増 加 し て も 良 い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 シ ャ フ ト の 位 置 と 方 向 は 変 化 で き る 。 開 創 器 頭 部 は 舌 中 線 に 沿 っ た 他 点 に 配 置 で き る 。
シ ャ フ ト 角 度 も 変 え る こ と が で き る 。 更 に シ ャ フ ト は 横 方 向 に 曲 げ 、 中 線 の 横 の い ず か れ
の 点 か ら 外 に 出 る 。 シ ャ フ ト 方 向 は 一 定 の ま ま で あ る 必 要 は な い 。 そ れ は 一 つ の 方 位 で 始
ま り 他 の 方 位 に 変 化 で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 あ る 実 施 形 態 で は 開 創 器 と ア ン カ ー 間 の 張 力 調 整 に ア ン カ ー と 他 物 体 と の 機 械 的 連 結 を
伴 う 。 こ の 物 体 は 他 の 軟 組 織 部 位 に イ ン プ ラ ン ト し た 他 装 置 、 歯 や 歯 に 取 り 付 け た 歯 科 装
置 や 口 外 の 物 体 で あ っ て も 良 い 。 第 二 物 体 に ア ン カ ー を 取 り 付 け る 部 品 は ゴ ム バ ン ド 、 ワ
イ ヤ ー 、 ひ も 、 鎖 や 棒 で も 良 い 。 取 り 付 け は フ ッ ク 、 ク リ ッ プ 、 磁 石 や 技 術 的 に 既 知 の 他
の 機 械 的 連 結 法 で も 良 い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 装 置 全 体 が 粘 膜 下 に イ ン プ ラ ン ト さ れ る よ う に 一 つ 又 は 両 支 持 部 品 を イ ン プ ラ ン ト し て
も 良 い 。 他 の 実 施 形 態 で は 一 端 を イ ン プ ラ ン ト し 、 他 端 を 外 部 に 出 す 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 複 数 の 開 創 器 頭 部 と シ ャ フ ト を 種 々 組 み 合 わ せ て も 良 い 。 例 と し て は 舌 根 の 単 一 開 創 器
頭 部 を 二 つ 以 上 の シ ャ フ ト に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 イ ン プ ラ ン ト が 設 置 で き る 部 位 と
し て は 舌 、 口 蓋 帆 咽 頭 壁 、 下 咽 頭 壁 と 鼻 咽 頭 壁 で あ り 、 頬 、 硬 口 蓋 や 軟 口 蓋 、 口 腔 底 が あ
る 。 一 つ 以 上 の イ ン プ ラ ン ト も 可 能 で あ る 。 イ ン プ ラ ン ト は 設 置 し た 部 位 か 中 空 で な い 棒
、 ワ イ ヤ ー や ゴ ム バ ン ド で 他 物 体 に 取 り 付 け た 部 位 の た め 、 イ ン プ ラ ン ト 自 身 が 退 縮 で き
る 。 制 限 の な い 例 は 軟 口 蓋 、 頬 や 唇 で の 別 の 装 置 や 歯 や 口 腔 内 歯 科 装 置 で あ り 、 更 に は 装
置 を 口 外 の 物 体 に 取 り 付 け る こ と も で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ［ 口 腔 と 咽 頭 間 の 導 管 と し て の 装 置 ］
本 発 明 の 代 替 え 実 施 形 態 で は 本 装 置 は シ ャ フ ト は 中 空 で 、 そ れ 故 舌 内 を 通 過 す る 導 管 と し
て 働 く 。 こ の 場 合 本 装 置 は よ り 好 ま し く は よ り 低 く 設 置 し 水 平 に 配 向 す る （ 図 １ ２ ） 。 こ
の よ う に し て シ ャ フ ト を お と が い 舌 筋 の 水 平 部 と 平 行 か 、 お と が い 舌 骨 筋 か 額 舌 骨 筋 下 の
お と が い 舌 筋 よ り 低 い 水 平 部 と 平 行 に 通 じ る こ と が で き る 。 舌 の こ の 部 位 で は 上 方 向 や 横
方 向 へ の 舌 の 移 動 は な く 、 殆 ど 全 て の 動 き は 前 方 向 か ら 後 方 向 へ 短 く な る か 長 く な る 動 き
で あ る 。 そ の 結 果 導 管 は 強 い 屈 曲 力 に は 曝 さ れ ず 、 そ の 結 果 舌 機 能 を 妨 げ る 事 な し に 大 き
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な 直 径 を も つ こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は シ ャ フ ト は 比 較 的 よ り 大 き く 、 開 創 器 と ア ン カ ー は よ り 小 さ く
、 好 ま し く は 導 管 が 所 定 場 所 か ら は み 出 さ な い よ う に 開 口 端 周 り を 小 さ な フ ラ ン ジ に 変 形
し て も 良 い （ 図 １ ２ A） 。 口 内 の ア ン カ ー 末 端 は 取 り 外 し 可 能 な キ ャ ッ プ 及 び ／ 又 は 他 装
置 と 整 合 す る コ ネ ク タ ー を も っ て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 一 実 施 形 態 で は 咽 頭 と 口 の 間 の 導 管 に よ り 咽 頭 空 間 で の 空 気 圧 を 受 動 的 に 等 化 さ せ 、 咽
頭 壁 の 圧 潰 を も た ら す 陰 圧 を 減 ず る 。 更 な る 実 施 形 態 で は 導 管 に よ り 送 る 酸 素 や 空 気 源 を
制 御 す る 気 流 や 圧 力 を 関 知 す る 機 構 を 加 え る 。 外 部 の 圧 力 源 を 取 り 付 け る こ と で 空 気 を 送
り 込 ん で 咽 頭 圧 を 積 極 的 に 増 加 で き る 。 ク リ ス ト フ ァ ー （ Christopher） の 米 国 特 許 ５ ９
５ ４ ０ ５ ０ に は 首 を 通 し て 気 管 に 直 接 続 く 導 管 を 用 い て 、 気 管 の 気 流 、 圧 力 や 炭 酸 ガ ス 濃
度 を 関 知 で き る カ テ ー テ ル を 通 す 。 こ れ ら の 信 号 は 睡 眠 無 呼 吸 や 他 の 呼 吸 器 系 疾 患 に 関 連
し た 全 て の 指 標 で あ る 。 次 い で こ の 信 号 を 用 い て 酸 素 や 加 圧 空 気 の 送 達 を 制 御 で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 重 度 の 肥 満 と OSASを も つ ６ ０ 才 の 男 性 は 舌 開 創 器 を 断 っ た 。 そ の 代 わ り に １ ｃ ｍ の 取 り
外 し 可 能 な 導 管 を 舌 小 帯 の 中 線 か ら 低 舌 根 に 設 置 し た 。 導 管 は 中 空 で あ り 前 端 を キ ャ ッ プ
を 被 せ た 。 夜 に は 患 者 は キ ャ ッ プ 外 し 、 導 管 を 通 じ て 空 気 を 連 続 し て 送 る 小 さ な 人 工 呼 吸
器 に 繋 が る ２ フ ィ ー ト の 延 長 部 に 連 結 し た 。 人 工 呼 吸 器 を 陽 圧 の 空 気 を 送 る よ う に 調 節 し
た 。 代 替 え 実 施 形 態 で は 導 管 の 開 創 器 末 端 に 咽 頭 圧 、 炭 酸 ガ ス 及 び 機 械 的 振 動 を 測 定 す る
セ ン サ ー を つ け 、 そ の 信 号 を 導 管 内 部 と 連 結 チ ュ ー ブ を 通 る ワ イ ヤ ー か 、 小 さ な 無 線 送 信
機 に よ り 人 工 呼 吸 器 に 送 信 し た 。 人 工 呼 吸 器 を 気 道 閉 塞 の 指 針 と し て 陰 圧 か 炭 酸 ガ ス の 急
激 な 増 加 を 認 知 で き る よ う に プ ロ グ ラ ム す る 一 方 、 機 械 的 振 動 で い び き を 知 ら せ た 。 信 号
に よ り 陰 圧 を 解 放 す る 導 管 を 通 し て 空 気 を 迅 速 に 送 り 始 め る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 で は 気 道 を 制 御 す る 導 管 に よ る 器 具 を 導 入 す る 。 好 ま し く は こ
の 追 加 器 具 は 喉 頭 マ ス ク や 気 管 内 チ ュ ー ブ と 類 似 で 、 チ ュ ー ブ 周 り の 気 道 を 塞 ぐ 機 構 、 好
ま し く は 膨 張 可 能 な 風 船 を も つ こ と に よ る 。 こ の よ う に し て 制 御 さ れ た 気 道 が 患 者 の 通 気
の 為 に 得 ら れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 更 な る 代 替 え 実 施 形 態 で は 導 管 の シ ャ フ ト は 挿 入 後 圧 潰 す る よ う に 非 常 に 曲 が り や す い
。 し か し 気 管 内 チ ュ ー ブ や 類 似 の 気 道 制 御 装 置 は 圧 潰 し た 導 管 を 容 易 に 通 せ る 。 こ の よ う
し て 一 時 的 補 助 的 通 気 が 必 要 な 患 者 は 気 管 切 開 チ ュ ー ブ の 配 置 を 避 け ら れ る （ 図 １ ５ ） 。
【 ０ １ １ １ 】
　 制 限 の な い 説 明 例 は 重 度 の 重 症 筋 無 力 症 の ５ ０ 才 女 性 で あ る 。 患 者 は 大 部 分 の 時 間 助 け
な し で 呼 吸 嚥 下 で き る が 、 ほ ぼ 毎 日 患 者 は 脱 力 感 を 感 じ 十 分 に 呼 吸 で き な い 時 間 が あ っ た
。 患 者 に 導 管 を 舌 下 の 中 心 線 に 設 置 し た 。 ア ン カ ー を 口 腔 前 庭 に 設 置 し 、 シ ャ フ ト を お と
が い 舌 筋 と お と が い 舌 骨 筋 の 間 か ら 舌 根 下 面 の 開 創 器 末 端 に 通 し た 。 本 装 置 は 完 全 に 膨 張
し た 直 径 が １ ｃ ｍ の 柔 ら か い 補 強 シ ラ ス テ ィ ッ ク か ら な る が 、 設 置 後 周 辺 の 組 織 圧 に よ り
圧 潰 し 直 径 が ２ mmに な っ た 。 又 非 常 に 曲 が り や す い キ ャ ッ プ で ア ン カ ー 末 端 を 封 じ た 。 使
用 し て な い 時 に は 本 装 置 は 快 適 で 、 患 者 は 殆 ど 気 づ か ず 、 他 人 に は 見 え な か っ た 。 患 者 が
補 助 通 気 を 必 要 と 感 じ る と 、 導 管 内 部 に 近 づ け る よ う に キ ャ ッ プ を 開 い て 、 外 径 ８ mmの 通
気 チ ュ ー ブ を 導 管 か ら 下 咽 頭 に 通 し た 。 通 気 チ ュ ー ブ の 下 咽 頭 端 の 風 船 を ア ン カ ー 末 端 の
コ ネ ク タ ー に よ り 膨 張 で き た 。 膨 張 し た 風 船 に よ り 大 部 分 で は あ る が 完 全 に は チ ュ ー ブ 開
口 の 上 の 下 咽 頭 を 塞 ぐ こ と は な く 、 加 圧 空 気 を チ ュ ー ブ か ら 送 る と い く ら か の 空 気 漏 れ が
あ っ た 。 患 者 は 通 気 チ ュ ー ブ を 人 口 呼 吸 器 に 繋 ぎ 、 呼 吸 数 と 一 回 換 気 量 を 快 適 な レ ベ ル に
調 整 し た 。 二 時 間 後 患 者 は よ り 力 強 く 感 じ 、 人 呼 吸 器 を 止 め 、 チ ュ ー ブ を 外 し 、 風 船 を 収
縮 し 、 通 気 チ ュ ー ブ を 取 り 外 し た 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ １ １ ２ 】
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　 ［ 分 泌 物 の 吸 引 ］
神 経 系 疾 患 を も つ 多 く の 患 者 は 唾 液 分 泌 物 を 呑 み 込 み に く く 、 吸 引 と 肺 炎 の 危 険 が あ る 。
更 に あ る 患 者 に は 自 身 で は き 出 せ な い 過 剰 な 肺 分 泌 物 が あ る 。 分 泌 物 を 吸 引 す る た め に 吸
引 カ テ ー テ ル を 口 や 鼻 に 通 す こ と は 技 術 的 に は 良 く 知 ら れ て い る が 、 分 泌 物 の こ れ ら 吸 引
法 は 非 常 に 不 快 で 大 き な 労 働 力 を 必 要 と す る 。 こ れ ら の 方 法 が 不 十 分 な 場 合 、 あ る 患 者 は
気 管 切 開 術 、 挿 管 術 或 い は 吸 引 に よ り 直 接 近 づ け る 他 の 手 術 処 置 を 受 け る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 代 替 え 実 施 形 態 で は 本 装 置 は 比 較 的 容 易 に 分 泌 物 を 吸 引 で き る 導 管 と し て 働 く 。 曲 が り
や す い 吸 引 カ テ ー テ ル を 導 管 か ら 通 し 、 下 咽 頭 や 肺 か ら の 分 泌 物 を 吸 引 す る 。 代 わ り に 留
置 吸 引 チ ュ ー ブ を 咽 頭 に 位 置 す る よ う に 導 管 か ら 通 す 。 該 カ テ ー テ ル の 近 位 端 は 導 管 の ア
ン カ ー 末 端 に あ り 、 技 術 的 に よ く 知 ら れ た 多 く の 機 械 的 手 段 で 固 定 で き る 。 必 要 な と き に
は 空 気 の 陰 圧 源 を 導 管 吸 引 カ テ ー テ ル に 取 り 付 け る 。 不 必 要 な 場 合 は 陰 圧 用 チ ュ ー ブ を 外
す 。 こ の よ う に し て 意 の ま ま に 患 者 に は 最 低 の 不 快 さ で 吸 引 を 容 易 に 行 え る 。 外 チ ュ ー ブ
を 外 す と 導 管 は 邪 魔 に は な ら な い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で は 吸 引 ポ ン プ と エ ネ ル ギ ー 供 給 を 本 装 置 内 に 組 み 込 む 。 分 泌 物
を 口 腔 底 か ら 本 装 置 の ア ン カ ー 側 よ り 吸 引 す る 。 こ の 分 泌 物 を 食 道 や 胃 に 入 っ た 開 創 器 末
端 に 取 り 付 け た カ テ ー テ ル に 送 る 。 こ の よ う に し て 患 者 に 吸 引 の 危 険 が 起 こ る 前 に 、 分 泌
物 を 取 り 除 き 適 切 に 胃 に 送 る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 先 行 技 術 を 代 表 す る 方 法 と 装 置 と し て は 、 ブ オ ノ （ Buono） の 米 国 特 許 ３ ５ １ ７ ６ ６ ９
で は 分 泌 物 吸 引 用 の バ ル ブ 付 き 装 置 が 記 載 さ れ 、 シ ョ ー ン （ Schon） の 米 国 特 許 ４ ９ ８ １
４ ７ ７ に は 気 管 や 気 管 支 系 へ 導 入 用 の 吸 引 カ テ ー テ ル が 記 載 さ れ 、 米 国 特 許 ５ ６ ９ ４ ９ ２
２ で は 一 つ の ガ ス や 複 数 の ガ ス を も つ 患 者 の 肺 を 換 気 し 、 肺 の 分 泌 物 を 吸 引 し 、 肺 に 酸 素
を 送 っ て 残 留 炭 酸 ガ ス を そ こ か ら 除 去 又 は 減 少 し 、 呼 吸 器 系 の 選 択 部 分 を 目 視 で 調 べ 、 唾
液 と ガ ス サ ン プ ル を 採 取 し 、 流 速 、 圧 力 や 温 度 の よ う な パ ラ メ ー タ ー を 感 知 し 、 洗 浄 溶 液
で 洗 い 流 し 、 且 つ ／ 又 は 薬 剤 、 ガ ス 及 び ／ 又 は 洗 浄 液 を 投 与 す る た め の 呼 吸 器 系 に 近 づ け
る 方 法 と 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ １ １ ６ 】
　 ［ 胃 チ ュ ー ブ 管 又 は 肺 チ ュ ー ブ ］
別 の 実 施 形 態 で は 本 装 置 を 他 の チ ュ ー ブ を 咽 頭 、 気 道 、 胃 又 は 肺 に 通 す 導 管 と し て 使 用 す
る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 嚥 下 が 難 し い 多 く の 患 者 で は 胃 へ の 直 接 の チ ュ ー ブ に よ る 食 物 摂 取 を 必 要 と す る 。 そ の
必 要 性 が 一 時 的 な 場 合 、 チ ュ ー ブ を 鼻 か ら 胃 に 通 す （ 経 鼻 胃 管 ） 。 通 常 チ ュ ー ブ の 近 位 付
着 端 を 鼻 に し っ か り と テ ー プ で 貼 り 付 け 、 上 向 き の 輪 に し 、 顔 に 直 接 テ ー プ で 貼 り 付 け る
。 時 々 液 体 栄 養 物 を 経 鼻 胃 管 に 取 り 付 け る 。 モ ス （ Moss） の 米 国 特 許 ４ ７ ０ ４ １ １ １ に は
経 鼻 栄 養 胃 管 の 一 実 施 形 態 が 記 載 さ れ て い る 。 チ ュ ー ブ に よ る 食 物 摂 取 が 長 期 間 必 要 な 場
合 、 チ ュ ー ブ を 手 術 に よ り 腹 部 を 横 切 り 小 腸 の 胃 ま で イ ン プ ラ ン ト で き る （ 胃 チ ュ ー ブ ）
。 両 方 の 方 法 は 不 快 で 、 重 大 な 合 併 症 が あ り 、 患 者 の 運 動 性 を 損 な う 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 薄 肉 チ ュ ー ブ を シ ャ フ ト に 通 し 、 気 管 や 胃 ま で の ば す こ と が で き る （ 図
１ ３ ） 。 こ の 実 施 形 態 で は 経 胃 栄 養 摂 取 が で き 、 経 鼻 胃 管 や 経 皮 胃 チ ュ ー ブ の 必 要 性 を 除
去 で き る 。 本 装 置 の 開 口 部 が 舌 の 下 に あ る の で 、 気 づ か れ な い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 イ ン プ ラ ン ト は 一 時 的 で も 永 久 で も 良 い 。 一 実 施 形 態 で は 日 中 に 一 部 又 は 全 部 を 取 り 外
し 、 夜 に 取 り 替 え る 。 組 織 導 管 は よ り 快 適 な イ ン プ ラ ン ト を 取 り 外 し た 後 に 、 第 二 品 目 に
よ り 開 存 的 に 保 つ 。
【 ０ １ ２ ０ 】
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　 別 の 実 施 形 態 で は 導 管 を 用 い て 一 時 か 永 久 的 に チ ュ ー ブ を 咽 頭 、 喉 頭 、 気 管 や 肺 に 通 す
。 肺 病 の あ る 患 者 に は 補 助 酸 素 が 必 要 で あ る 。 他 実 施 形 態 で は チ ュ ー ブ に よ り 上 気 道 や 肺
の 構 造 体 に 局 所 的 に 薬 剤 を 送 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ９ 】
【 ０ １ ２ １ 】
　 ［ 薬 剤 送 達 ］
イ ン プ ラ ン ト は 又 生 物 活 性 薬 剤 を 含 有 し て も 良 い 。 薬 剤 を 制 御 放 徐 用 容 器 や ポ ン プ に 保 存
す る 種 々 の 発 明 は 既 知 で あ り 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 組 み 入 れ て あ る 。 技 術 の 一 例 と し て は
ハ ラ ー ス （ Heruth） の 米 国 特 許 ５ ９ ７ ６ １ ０ ９ に は イ ン プ ラ ン ト 可 能 な 薬 剤 容 器 が 記 載 さ
れ て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 睡 眠 無 呼 吸 と は 全 く 異 な る 目 的 で 有 用 な 薬 剤 が あ る 。 一 例 は 歯 周 病 治
療 用 の 抗 生 物 質 で あ る 。 抗 生 物 質 を 生 分 解 型 に 導 管 内 か 徐 放 ポ ン プ に 挿 入 し 、 歯 周 病 に 効
く よ う に 夜 中 に ア ン カ ー 末 端 か ら 放 徐 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 他 の 実 施 形 態 で は 胃 腸 管 疾 患 用 の 薬 剤 で 、 制 限 の な い 例 と し て は 気 管 へ の 酸 の 逆 流 制 酸
剤 が あ る 。 制 酸 剤 を 開 創 器 か ら 直 接 咽 頭 に 放 徐 す る 。 追 加 の 実 施 形 態 で は 酸 性 の ｐ Hを 感
知 し 効 果 的 に 治 療 す る よ う に 、 ｐ Hと 薬 剤 供 給 用 の セ ン サ ー を 一 緒 に 組 み 合 わ せ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 呼 吸 器 系 疾 患 の 治 療 用 で あ る 。 現 在 喘 息 や 気 管 支 炎 の よ う な 肺 疾 患 用
噴 霧 型 薬 剤 は 口 か ら 吸 入 す る 。 こ れ は 本 装 置 の 開 創 器 側 か ら の 咽 頭 や 、 装 置 か ら 又 は 喉 頭
を 通 っ て 肺 に 通 ず る カ テ ー テ ル に よ る 気 管 へ の 直 接 送 達 に 比 べ 効 果 が 低 い 。 こ の 方 法 で の
好 ま し い 投 薬 法 と し て は 制 限 な し で 、 副 腎 皮 質 ス テ ロ イ ド 、 気 管 支 拡 張 薬 、 抗 炎 症 薬 、 粘
液 溶 解 薬 及 び 抗 生 物 質 が あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 他 の 実 施 形 態 で は 装 置 は 薬 剤 を 放 徐 し て 口 腔 か 道 管 壁 か ら 舌 組 織 に 拡 散 で き る 。 フ ァ ク
ソ ン （ Faxon） の 米 国 特 許 ５ ４ ６ ４ ３ ９ ５ に は 治 療 薬 及 び ／ 又 は 診 断 薬 を 身 体 通 路 周 囲 の
組 織 に 送 達 す る カ テ ー テ ル を 記 載 し て い る 。 制 限 さ れ な い 代 表 例 と し て は ホ ス フ ァ チ ジ ル
コ リ ン と デ オ キ シ コ ー ル 酸 ナ ト リ ウ ム 混 合 物 の よ う な 舌 根 の 脂 肪 を 減 少 す る 薬 剤 が あ る 。
こ の 薬 剤 は 脂 肪 を 局 所 的 に 溶 解 さ せ る た め に 皮 下 注 射 し た （ ロ テ ゥ ン ダ 、 エ イ エ ム 等 （ Ro
tunda, AM et al.） 、 （ ２ ０ ０ ４ 年 ） 、 局 所 的 な 脂 肪 溶 解 に 用 い る 注 入 可 能 な ホ ス フ ァ チ
ジ ル コ リ ン 処 方 の 主 特 性 と し て の デ オ キ シ コ ー ル 酸 ナ ト リ ウ ム の 洗 浄 剤 効 果 （ Detergent 
effects of sodium deoxycholate are a major feature of an injectable phosphatidyl
choline formulation used for localized fat dissolution） 、 ダ ー マ ト ロ ロ ジ カ ル サ ー
ジ ェ ー リ ー （ Dermatol Surg） 、 ２ ０ ０ ４ 年 、 ３ ０ 巻 、 １ ０ ０ １ － １ ０ ０ ８ 頁 ） 。 そ れ 故
舌 根 の 容 積 が 徐 々 に 減 少 し OSASを 改 善 す る 。 代 替 え 実 施 形 態 で は 薬 剤 は 癌 治 療 用 化 学 療 法
剤 で あ る 。 更 な る 代 替 え 実 施 形 態 と し て は 本 装 置 は 舌 、 軟 口 蓋 、 咽 頭 や 喉 頭 軟 組 織 の 癌 に
放 射 物 を 送 達 で き る 。 先 行 技 術 の 代 表 例 と し て ア ッ プ ル （ Apple） の 米 国 特 許 ６ ２ ５ １ ０
５ ９ や ク ラ ー ク （ Clerc） の 米 国 特 許 ６ ２ ６ ７ ７ ７ ５ に 体 血 管 に 放 射 性 治 療 源 を 集 中 す る
医 療 器 具 が 記 載 さ れ て い る 。
【 実 施 例 １ ０ 】
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ［ セ ン サ ー と 神 経 機 能 代 替 え ］
セ ン サ ー を 本 装 置 に 組 み 込 ん で 本 装 置 の 周 り の 局 所 的 血 流 中 、 次 い で 全 身 循 環 を 反 映 す る
ガ ス や 代 謝 物 濃 度 を 測 定 で き る 。 代 わ り に セ ン サ ー は 心 電 図 、 血 圧 、 血 流 、 患 者 の 位 置 、
振 動 、 温 度 、 組 織 圧 や 他 の 生 理 的 パ ラ メ ー タ ー を 検 出 で き る 。 送 信 機 を 本 装 置 内 に 組 み 込
ん で 体 外 受 信 機 に 信 号 を 送 る こ と が で き る 。 更 な る 実 施 形 態 と し て は 遠 隔 コ ン ピ ュ ー タ ー
シ ス テ ム に よ り 信 号 を 分 析 し 、 制 御 信 号 を イ ン プ ラ ン ト し た 患 者 に 送 り 返 し 、 本 装 置 、 神
経 機 能 代 替 え 装 置 や 他 の 医 療 装 置 か ら の 薬 剤 放 徐 を 制 御 で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
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　 先 行 技 術 例 と し て は ゴ バ ー ニ （ Govani） の 米 国 特 許 ６ ６ ３ ６ ７ ６ ９ に イ ン プ ラ ン ト し た
セ ン サ ー と 遠 隔 測 定 シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。 バ ー ド （ Burd） の 米 国 特 許 ６ ５ ５ ８ ３ ２
１ に は 監 視 信 号 を 遠 隔 操 作 で 遠 隔 コ ン ピ ュ ー タ ー に 送 り 、 次 い で 信 号 を イ ン プ ラ ン ト し た
医 療 器 具 を 制 御 す る た め 送 り 返 す シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。 ビ ア ン コ （ Bianco） の 米 国
特 許 ５ １ ０ ９ ８ ５ ０ に は 血 液 試 料 を 採 取 し 医 薬 伝 達 を 制 御 す る セ ン サ ー を も つ イ ン プ ラ ン
ト し た 薬 剤 容 器 が 記 載 さ れ て い る 。 ウ オ リ ン ス キ ー （ Wolinsky） の 米 国 特 許 ６ ７ ６ ４ ４ ４
６ に は 圧 力 や 他 の 生 理 的 パ ラ メ ー タ ー を 監 視 し 及 び ／ 又 は 治 療 機 能 を 実 施 す る た め に 、 圧
力 セ ン サ ー 、 制 御 器 、 音 響 ト ラ ン ス デ ュ サ ー 及 び エ ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 を も つ イ ン プ ラ ン ト
を 哺 乳 類 の 身 体 に 外 科 的 に 挿 入 す る イ ン プ ラ ン ト が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 本 装 置 の こ の 代 替 え セ ン サ ー の 制 限 し な い 例 で は 血 糖 値 を 測 定 し 、 次 い で 本 装 置 に 組 み
込 ん だ 薬 剤 貯 蔵 所 か ら 適 切 量 の イ ン ス リ ン 放 徐 を 制 御 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 OSASを 治 療 す る 他 実 施 形 態 で は イ ン プ ラ ン ト は 周 辺 組 織 を 刺 激 す る イ ン プ ラ ン ト し た 電
極 、 電 池 電 源 や 刺 激 エ レ ク ト ロ ニ ク ス を 有 し て も 良 い 。 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は イ ン プ ラ
ン ト は 開 創 器 末 端 で の 陰 圧 用 セ ン サ ー を 含 む 。 こ の セ ン サ ー は 気 道 閉 塞 を 検 出 す る 。 次 い
で そ の 信 号 が 筋 と 直 接 接 触 し た 本 装 置 の 外 側 上 の 表 面 電 極 に よ り お と が い 舌 筋 に 電 気 刺 激
を 発 す る 。 刺 激 に よ り お と が い 舌 筋 の 収 縮 と 舌 の 前 方 変 位 が 起 こ り 、 そ の 結 果 閉 塞 を 解 放
す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 代 替 え 実 施 形 態 で は パ ー キ ン ソ ン 病 患 者 は 摂 食 時 に 呑 み 込 み を 開 始 し に く い 。 本 装 置 の
実 施 形 態 で は 装 置 を 舌 の 中 心 線 で 舌 小 帯 か ら 低 舌 根 に イ ン プ ラ ン ト す る 。 イ ン プ ラ ン ト は
エ ネ ル ギ ー 供 給 、 受 信 機 及 び 刺 激 エ レ ク ト ロ ニ ク ス を 有 す る 。 本 装 置 の 開 創 器 末 端 は 咽 頭
蓋 谷 に １ ｃ ｍ フ ラ ン ジ の い ず れ か の 側 面 に 電 極 を 有 す る 。 患 者 は 小 さ な 制 御 ユ ニ ッ ト を 持
ち 、 本 装 置 に 信 号 を 送 り 電 気 刺 激 を 起 こ し て 咽 頭 蓋 谷 の 知 覚 神 経 を 刺 激 し て そ の 結 果 呑 み
込 み を 開 始 す る 。
【 実 施 例 １ １ 】
【 ０ １ ３ １ 】
　 ［ 外 科 的 ア ク セ ス ］
咽 頭 、 喉 頭 、 肺 や 食 道 の 外 科 手 術 は 特 に 罹 患 率 が 高 い 。 位 相 的 に は こ れ ら の 部 位 は 体 外 で
あ る が 、 口 と 咽 頭 に 近 づ く の に 機 能 的 障 害 と な る 。 首 は 非 常 に 多 く の 異 な る 重 要 な 構 造 体
を 有 す る の で 、 外 科 的 ア ク セ ス は ほ ぼ 常 に 正 常 な 構 造 体 を 損 傷 す る よ う に な る 。 更 に 癌 治
療 で の 外 科 手 術 の よ う に 多 く の 外 科 手 術 は 、 体 内 に 麻 酔 下 で ア ク セ ス で き る 短 時 間 で そ の
目 的 を 達 す る よ う に デ ザ イ ン さ れ て い る 。 そ れ 故 外 科 手 術 は 必 要 以 上 に よ り 大 規 模 で あ る
。 そ れ に 引 き 替 え 皮 膚 癌 は し ば し ば 全 く 違 う 取 り 扱 い を す る 。 部 位 へ 容 易 に ア ク セ ス で き
る こ と に よ り 最 小 の 組 織 切 除 が 可 能 で 、 必 要 に 応 じ て 検 証 を 繰 り 返 せ る 。 上 気 道 で は 殆 ど
全 て の 癌 は 表 面 か ら 始 ま る 。 そ れ 故 ア ク セ ス が 容 易 な 場 合 に は 、 咽 頭 や 周 辺 部 位 で の 処 置
を 巻 き ぞ え よ る 損 傷 を 少 な く 、 よ り 速 い 回 復 時 間 で 実 施 で き る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 現 在 で は 低 侵 襲 内 視 鏡 手 術 に 関 す る 技 術 は 非 常 に 進 歩 し た 。 か つ て は 広 い 切 開 と 大 き な
露 出 を 必 要 と し た 多 く の 処 置 が 、 今 で は 内 視 鏡 器 具 と 顕 微 手 術 器 具 を 用 い て 小 さ な 経 皮 的
穿 刺 に よ り 実 施 す る 。 二 方 法 間 の 罹 患 率 と 術 後 回 復 の 違 い は 非 常 に 大 き い 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 一 代 替 え 実 施 形 態 で は 咽 頭 と 周 辺 構 造 体 へ の 外 科 的 ア ク セ ス 用 導 管 が 提 供 さ れ
る 。 一 実 施 形 態 で は 内 視 鏡 手 術 が 一 番 容 易 に 行 え る よ う に 、 導 管 の 数 、 直 径 、 及 び 方 位 を
治 療 す る 病 気 に 特 異 的 に イ ン プ ラ ン ト す る 。 更 な る 実 施 形 態 で は こ の 導 管 は 直 接 検 査 と 継
続 治 療 が で き る よ う に 長 期 に わ た っ て 繰 り 返 し ア ク セ ス で き る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 制 限 さ れ な い 例 と し て ６ ５ 才 男 性 は 咽 頭 壁 に ２ ｃ ｍ の 潰 瘍 病 変 が あ っ た 。 病 変 を 組 織 診
し 、 扁 平 上 皮 癌 を 見 つ け た 。 診 察 と 放 射 線 検 査 に よ り 病 変 が 咽 頭 壁 に 局 在 化 し 、 粘 膜 を 越
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え て 広 が っ て い な い よ う で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 治 療 法 の 選 択 に つ い て 患 者 と 相 談 後 、
内 視 鏡 法 で 病 変 を 除 去 す る こ と を 決 め た 。 二 つ の 圧 潰 可 能 な 導 管 を 病 変 に ア ク セ ス す る た
め に イ ン プ ラ ン ト し た が 、 第 一 導 管 は 舌 中 心 線 を 通 し て 舌 小 帯 か ら 舌 根 中 央 部 に 通 し た 。
第 二 導 管 は 顎 下 部 表 面 の 皮 膚 を 通 っ て 第 一 導 管 の １ ｃ ｍ 下 の 舌 根 に 入 れ た 。 患 者 の 第 一 処
置 を 全 身 麻 酔 下 で 行 っ た 。 レ ー ザ ー を 用 い て 口 か ら 入 れ た 硬 性 内 視 鏡 に よ り 病 変 を 気 化 し
た 。 し か し 最 初 の 処 置 後 患 者 は ２ 週 間 ご と に 外 科 医 オ フ ィ ス に 追 跡 検 査 の た め に 戻 っ た 。
最 小 の 局 所 麻 酔 下 で 顕 微 手 術 用 内 視 鏡 を 各 導 管 に 通 し た 。 各 々 は 高 輝 度 照 明 を 送 る １ mmの
光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル を 備 え 、 ビ デ オ 画 像 を 記 録 し た 。 外 科 医 は 病 変 を 綿 密 に 調 べ い ず れ
の 疑 わ し い 組 織 も 組 織 診 し た 。 疑 わ れ た 場 合 に は 外 科 医 は 組 織 診 し た 場 所 と そ の 周 辺 に 化
学 療 法 薬 を 注 入 し た 。 六 ヶ 月 後 経 皮 的 導 管 を 取 り 外 し 、 患 者 に 毎 月 戻 っ て く る よ う に 指 導
し た 。 一 年 後 再 発 は 見 ら れ ず 第 二 導 管 も 取 り 外 し た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ５ 】
【 図 １ 】 ヒ ト 上 気 道 の 正 中 矢 上 面 図 。
【 図 ２ 】 舌 と 周 辺 構 造 体 の 簡 単 化 略 図 。
【 図 ３ 】 舌 の 解 剖 学 的 標 識 。
【 図 ４ 】 気 道 閉 塞 の 機 構 。
【 図 ５ 】 舌 の 開 創 器 。
【 図 ６ 】 Aと Bは 装 置 の 挿 入 で あ る 。
【 図 ６ 】 Cと Dは 装 置 の 風 船 に 関 す る 膨 張 機 構 で あ る 。
【 図 ７ 】 Aと Bは ア ン カ ー 風 船 の 作 用 機 構 で あ る 。
【 図 ８ 】 A、 B、 C及 び Dは 本 装 置 の 代 替 え 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 ９ 】 A、 B、 C及 び Dは 本 装 置 の 舌 で の 代 替 え 位 置 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 他 の 軟 組 織 臓 器 で の 代 替 え 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 １ １ 】 A、 B、 C及 び Dは 装 置 全 体 の イ ン プ ラ ン ト 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 導 管 と し て の 本 装 置 の 代 替 え 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 Aと Bは 胃 チ ュ ー ブ と 肺 チ ュ ー ブ 用 の 導 管 の 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 舌 弯 曲 部 の 引 っ 込 み 。
【 図 １ ５ 】 A、 B、 C及 び Dは 圧 潰 可 能 な 導 管 の 代 替 え 実 施 形 態 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ６ 】
BA　 舌 根
BD　 舌 体
BL　 舌 端
Bo　 舌 と お と が い 舌 間 の 境 界
C　 舌 弯 曲 部
F　 舌 小 帯
GG　 お と が い 舌 筋
GT　 胃 チ ュ ー ブ
HP　 下 咽 頭
LR　 喉 頭 軟 組 織 開 創 器
NP　 鼻 咽 頭
P 　 硬 口 蓋
PR　 咽 頭 壁 開 創 器
PT　 肺 チ ュ ー ブ
SP　 軟 口 蓋
SR　 軟 口 蓋 開 創 器
T　 舌
VP　 口 蓋 帆 咽 頭
a、 ア ン カ ー
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ab、 気 道 風 船
ｃ 、 つ ば
cc、 圧 潰 可 能 な 導 管 （ cc）
ｄ 、 隔 膜
ｈ 、 ハ ン ド ル
i、 注 入 ポ ー ト
n、 針
ｐ 、 チ ュ ー ブ の 開 放 末 端
pa、 加 圧 空 気
ｒ 、 開 創 器 風 船
ｒ ｃ 、 再 封 止 可 能 な キ ャ ッ プ
ｓ 、 シ ャ フ ト
ｓ ｃ 、 手 術 導 管
ｓ ｔ 、 吸 引 チ ュ ー ブ
ｔ 、 チ ュ ー ブ
ｖ 、 真 空 源
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ４ Ｃ 】

【 図 ４ Ｄ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ５ Ｃ 】 【 図 ５ Ｄ 】

【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】
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【 図 ６ Ｃ 】 【 図 ６ Ｄ 】

【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ Ａ 】
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【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】

【 図 ８ Ｄ 】

【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】

【 図 ９ Ｃ 】

【 図 ９ Ｄ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ Ａ 】 【 図 １ １ Ｂ 】

【 図 １ １ Ｃ 】 【 図 １ １ Ｄ 】
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【 図 １ ２ Ａ 】 【 図 １ ２ Ｂ 】

【 図 １ ３ Ａ 】 【 図 １ ３ Ｂ 】
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【 図 １ ４ Ａ 】 【 図 １ ４ Ｂ 】

【 図 １ ５ Ａ 】

【 図 １ ５ Ｂ 】

【 図 １ ５ Ｃ 】

【 図 １ ５ Ｄ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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